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９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
９

月
２７
日
ま
で
の
２３
日
間
の
日
程
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
平
成
２４
年
度

一
般
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、

水
道
事
業
な
ど
の
各
企
業
会
計
剰
余
金

の
処
分
お
よ
び
決
算
認
定
、
公
契
約
条

例
の
設
定
な
ど
市
長
提
出
の
議
案
１４
件
、

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
に
関
す
る
意

見
書
な
ど
の
議
会
案
２
件
で
す
。

　
審
議
の
結
果
、
一
般
・
特
別
会
計
の

決
算
認
定
お
よ
び
新
聞
の
消
費
税
軽
減

税
率
適
用
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て

は
賛
成
多
数
で
認
定
お
よ
び
可
決
、
公

契
約
条
例
の
設
定
に
つ
い
て
は
よ
り
慎

重
な
審
議
を
要
す
る
と
し
て
継
続
し
て

議
論
す
る
こ
と
に
、
そ
の
他
の
議
案
お

よ
び
議
会
案
に
つ
い
て
は
全
員
異
議
な

く
可
決
、認
定
お
よ
び
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
請
願
は
、
新
た
に
提
出
さ
れ
た

２
件
を
審
議
し
、
１
件
を
採
択
、
１
件

を
継
続
審
議
と
し
ま
し
た
。
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や
た
ら
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平
成
２４
年
度
一
般
・
特
別
会
計
お
よ
び

　
　
　
　
　
各
企
業
会
計
の
決
算
を
認
定

最
上
義
光
公
没
後
４
０
０
年
記
念
議
会
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
本
市
初
の
議
会
報
告
会
の
１１
月
開
催
が
決
定ひっぱりうどんは、納豆やサバの缶詰を中心にいろいろな食材を入れて多彩な味が楽
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一般質問

待
機
児
童
解
消
に
向
け
て

事
業
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
れ

　
　
　
サ
ル
の
生
息
地
域
は
、
山

寺
、
高
瀬
、
東
沢
地
区
だ
け
で
は

な
く
、
楯
山
地
区
や
西
部
地
域
に

も
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以

質
問

中
野　
信
吾 

議
員

上
の
農
作
物
被
害
対
策
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　
農
作
物
有
害
鳥
獣
対
策
協

議
会
お
よ
び
各
支
部
と
協
議
し
、

必
要
な
被
害
対
策
を
す
る
と
と
も

答
弁

に
、
県
や
南
奥
羽
鳥
獣
被
害
防
止

広
域
対
策
協
議
会
な
ど
の
関
係
団

体
と
協
力
し
、
有
害
鳥
獣
対
策
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
　
被
害
地
域
の
意
見
が
反
映

さ
れ
る
体
制
を
作
り
、
有
効
的
な

対
策
を
実
施
す
る
た
め
、
鳥
獣
被

害
対
策
実
施
隊
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
農
作
物
被
害
防
止
計
画
の

見
直
し
も
含
め
、
農
作
物
有
害
鳥

獣
対
策
協
議
会
や
関
係
団
体
と
協

議
し
て
い
く
。

　
　
　
集
中
豪
雨
の
被
害
が
多
い

西
部
地
区
で
、
農
地
や
農
道
の
土

砂
崩
落
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
が
、

復
旧
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。

　
　
　
市
が
管
理
す
る
施
設
の
復

旧
工
事
は
9
月
中
に
完
了
し
て
い

る
。
農
業
団
体
な
ど
が
管
理
す
る

施
設
に
つ
い
て
は
、
団
体
営
災
害

復
旧
事
業
に
お
い
て
工
事
を
進
め

て
い
る
。

　
　
　
0
・
1
歳
児
を
家
庭
で
養

育
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
保

育
所
に
対
し
国
や
市
が
負
担
し
て

い
る
費
用
を
、
直
接
親
に
支
給
す

る
よ
う
な
経
済
的
支
援
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
　
平
成
27
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
予
定
の
「
子
ど
も
・
子
育

て
新
制
度
」
に
お
い
て
、
家
庭
で

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

市
政
発
展
に
向
け　
い
ざ
、
勝
ち
ど
き
！

質
問
者

質
問
の
要
旨

菊
地
健
太
郎

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
・
改
革
会
議
）

街
な
か
居
住
の
推
進
、
街
の
活
性
化
、
今
後
の

観
光
施
策
、
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
予
定

地
に
つ
い
て

高
齢
者
福
祉
、
認
知
症
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、買
い
物
困
難
者
へ
の
支
援
、済
生
館
、自

主
防
災
組
織
、
空
き
家
条
例
に
つ
い
て　
ほ
か

伊
藤
美
代
子

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

有
害
鳥
獣
対
策
と
集
中
豪
雨
に
よ
る
農
業
被
害
、

待
機
児
童
解
消
と
子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い

て　
ほ
か

中
野　
信
吾

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
・
改
革
会
議
）

教
育
問
題
、
防
火
設
備
の
充
実
、
認
知
症
対
策

に
つ
い
て

阿
曽　
　
隆

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
会
議
員
団
）

（
緑

政

会
）

渋
江　
朋
博

今
後
の
財
政
見
通
し
、
子
供
達
の
安
全
・
安
心

な
環
境
整
備
、
自
ら
身
を
守
れ
る
子
供
達
に
す

る
た
め
に　
ほ
か

市
長
3
期
目
2
年
経
過
の
所
感
等
、
環
太
平
洋

経
済
連
携
協
定
（
T
P
P
）
に
関
す
る
農
業
施

策
等
に
つ
い
て　
ほ
か

遠
藤　
吉
久

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

（
緑

政

会
）

小
野　
　
仁

市
政
運
営
、
子
育
て
施
策
、
防
災
福
祉
、
文
化

振
興
、障
が
い
者
施
策
、山
形
大
学
と
の
連
携
、

教
育
問
題
に
つ
い
て

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
・
改
革
会
議
）

伊
藤　
香
織

公
務
員
倫
理
、
救
急
車
の
利
用
、
大
雨
等
の
災

害
対
応
、都
市
計
画
、小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
、

福
祉
有
償
運
送
に
つ
い
て　
ほ
か

一
問

一
答

一
括

質
問

一
括

質
問

一
括

質
問

一
括

質
問

一
括

質
問

一
括

質
問

一
括

質
問

●�一般質問は内容を要約して掲載しています。また、議会ホームページで一般質問の録画映像をご覧いただけます。
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義
務
教
育
の
無
償
化
で
保
護
者

の
負
担
軽
減
と
少
子
化
対
策
を

高
め
る
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
平
成
２５
年
度
の
学
校
教
育

の
重
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
「
い

じ
め
や
体
罰
の
な
い
学
校
づ
く
り

の
推
進
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

県
教
育
委
員
会
が
配
布
し
た
体
罰

防
止
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
市
の
指

導
資
料
に
よ
り
、
各
学
校
で
体
罰

根
絶
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
よ

う
校
長
会
や
教
頭
会
で
指
導
し
て

い
る
。

　
　
　
西
山
形
小
の
建
物
の
一
部

は
、
十
分
な
耐
震
化
が
行
わ
れ
て

い
な
い
。
児
童
の
安
全
安
心
を
守

る
た
め
に
も
、
早
期
に
耐
震
対
策

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
17
年
度
に
応
急
補
強
工
事

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
、
他
の

学
校
の
校
舎
改
築
事
業
の
進し
ん
ち
ょ
く捗状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

　
　
　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
対
し
補
助
金
を
増
額
す

る
な
ど
、
制
度
の
拡
充
を
図
る
こ

と
で
設
置
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
本
市
が
指
定
し
て
い
る
高

齢
者
の
宿
泊
や
入
所
を
伴
う
事
業

所
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
か
ら
の

交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
支
援
し

て
き
た
。
未
設
置
の
事
業
所
に
は
、

補
助
金
を
活
用
し
て
積
極
的
に
設

置
す
る
よ
う
今
後
と
も
働
き
か
け

て
い
く
。

　
　
　
認
知
症
の
早
期
発
見
や
家

族
と
地
域
を
支
援
す
る
上
で
、
身

近
な
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
知
識

や
対
応
力
強
化
は
必
須
で
あ
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。

　
　
　
か
か
り
つ
け
医
に
対
す
る

認
知
症
対
応
力
向
上
研
修
の
実
施

を
、
引
き
続
き
県
や
医
師
会
な
ど

関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
研
修
を
受
講
し
た
医
師
の

一
覧
を
公
表
す
る
こ
と
で
、
市
民

へ
の
認
知
度
が
高
ま
り
医
師
の
意

欲
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

　
　
　
医
師
会
と
今
後
協
議
し
て

い
く
。

　
　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
力

を
活
用
す
る
取
り
組
み
が
足
り
な

い
と
の
声
を
聞
く
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し

て
、
で
き
る
範
囲
で
手
助
け
す
る

こ
と
が
主
な
活
動
内
容
で
あ
る
た

め
、
現
時
点
で
特
別
な
役
割
を

担
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
　
全
国
的
に
徐
々
に
広
が
っ

て
い
る
子
ど
も
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

を
、
本
市
で
も
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

　
　
　
他
市
の
事
例
な
ど
を
調
査

し
て
い
き
た
い
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

阿
曽　
　
隆 
議
員

子
育
て
を
す
る
方
へ
の
支
援
を
充

実
す
る
方
向
で
あ
り
、
国
の
動
向

を
見
な
が
ら
支
援
策
を
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
待
機
児
童
解
消
に
向
け
て
、

1
・
2
歳
児
の
受
け
入
れ
を
拡
大

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
待
機
児
童
の
８５
％
が
０
〜

２
歳
児
で
あ
り
、
解
消
に
向
け
て

家
庭
的
保
育
事
業
や
幼
稚
園
保
育

事
業
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
図
っ
て

い
く
。

　
　
　
火
災
の
通
報
を
受
け
た
際

に
要
介
護
者
や
障
が
い
者
の
情
報

も
得
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
、

福
祉
推
進
部
と
連
携
し
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支

援
制
度
の
登
録
者
情
報
を
新
た
な

シ
ス
テ
ム
に
取
り
込
み
、
現
場
活

動
で
活
用
で
き
る
よ
う
整
備
し
て

い
く
。

　
　
　
山
寺
へ
の
交
通
手
段
を
確

保
す
る
た
め
、
山
形
駅
と
山
寺
駅

の
往
復
運
行
に
つ
い
て
、
市
か
ら

要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
仙
山
線
整
備
促
進
同
盟
会

の
中
で
議
論
す
る
と
と
も
に
、

J
R
の
考
え
方
を
確
認
し
て
い
く
。

　
　
　
楯
山
駅
と
高
瀬
駅
に
停
車

す
る
快
速
電
車
を
増
や
す
こ
と
で
、

利
用
促
進
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
　
仙
山
線
整
備
促
進
同
盟
会

を
通
し
て
、
停
車
本
数
の
増
加
を

要
望
し
て
い
る
。

　
　
　
都
市
計
画
道
路
楯
山
停
車

場
天
童
線
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
楯

山
駅
北
側
に
も
出
入
口
の
設
置
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
都
市
計
画
道
路
が
整
備
さ

れ
て
周
辺
環
境
に
変
化
が
あ
っ
た

場
合
、
駅
の
利
用
状
況
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
少
子
化
の
抜
本
対
策
が
急

務
で
あ
る
。
義
務
教
育
に
お
け
る

教
材
や
行
事
に
関
す
る
費
用
、
給

食
費
な
ど
を
全
て
無
償
に
し
て
は

ど
う
か
。
特
に
、
負
担
が
大
き
い

給
食
費
は
早
期
に
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　
児
童
生
徒
に
直
接
還
元
さ

れ
る
経
費
は
保
護
者
負
担
と
し
て

い
る
。
給
食
費
の
う
ち
、
食
材
費

は
学
校
給
食
法
で
保
護
者
の
負
担

と
し
て
お
り
、
給
食
費
の
無
償
化

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
い
じ
め
や
体
罰
な
ど
の
暴

力
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
。
子

※

ど

も
の
権
利
条
約
を
子
ど
も
や
家
庭

に
周
知
す
る
な
ど
、
人
権
意
識
を

質
問

答
弁

質
問

※　子どもの権利条約…�子どもを主体性のある権利の保持者としてはっきりと位置づけ、その権利を総合的に保障した初めての国際条約。

▲給食費の無償化で少子化をストップ ▲仙山線のさらなる利用促進を望む
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中
心
市
街
地
の
活
性
化
を

図
れ

　
　
　
老
朽
化
し
た
済
生
館
公
舎

を
建
て
替
え
て
、
医
師
だ
け
で
は

な
く
看
護
師
な
ど
も
入
居
で
き
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

質
問

菊
地
健
太
郎 

議
員

　
　
　
平
成
２５
年
度
中
に
整
備
の

方
法
や
活
用
方
法
な
ど
を
決
定
し

た
い
。

　
　
　
街
な
か
居
住
の
推
進
の
た

め
、
次
期
中
心
市
街
地
活
性
化
基

答
弁

質
問

本
計
画
に
住
宅
の
購
入
助
成
や
家

賃
助
成
を
加
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
他
市
の
事
例
の
効
果
な
ど

を
検
証
し
、今
後
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
将
来
の
人
口
規
模
を
ど
の

位
に
な
る
と
想
定
し
て
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
見
直
す
の

か
。
ま
た
、
市
街
地
の
コ
ン
パ
ク

ト
化
や
ダ※
２
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
今
後
も
大
幅
な
人
口
の
増

加
は
期
待
で
き
な
い
と
考
え
て
い

る
。
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
は
、
そ

の
効
果
や
影
響
を
見
極
め
な
が
ら

今
後
検
証
し
て
い
く
。

　
　
　
中
心
市
街
地
の
一
部
区
域

で
、
空※
３
中
権
を
売
買
で
き
る
よ
う

に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
現
状
で
も
土
地
の
高
度
利

用
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
、
情
報
収
集
や
調
査
・
研
究

し
て
い
く
。

　
　
　
バ
ス
路
線
と
鉄
道
が
連
係

で
き
る
交
通
体
系
づ
く
り
を
市
が

主
体
的
に
進
め
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　
　
駅
を
結
節
す
る
路
面
整
備

は
、
乗
り
換
え
利
用
が
少
な
い
現

状
か
ら
ニ
ー
ズ
が
見
込
ま
れ
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
よ
り
良

い
利
用
改
善
策
を
検
討
し
、
バ
ス

事
業
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
　
Ｉ
Ｔ
関
連
に
特
化
し
た

イ※
４
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
中

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

認
知
症
サ
ポ
ー
ト

体
制
づ
く
り
の
強
化
を

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
た
め
に

作
業
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
内
容

を
踏
ま
え
て
、
県
と
連
携
し
て
対

応
し
て
い
く
。

　
　
　
若
年
性
認
知
症
の
相
談
窓

口
を
広
報
や
ま
が
た
な
ど
で
周
知

す
る
と
と
も
に
、
介
護
保
険
と
高

齢
者
保
健
福
祉
の
し
お
り
に
若
年

性
認
知
症
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
広
報
や
ま
が
た
や
介
護
保

険
と
高
齢
者
保
健
福
祉
の
し
お
り

な
ど
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
若

年
性
認
知
症
を
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
介
護
保
険
と
高
齢
者
保
健

福
祉
の
し
お
り
に
２６
年
度
か
ら
新

た
な
内
容
を
追
加
し
て
い
く
。

　
　
　
空
き
店
舗
利
用
な
ど
も
含

め
、
認※
１
知
症
カ
フ
ェ
の
開
設
支
援

を
す
る
計
画
は
な
い
か
。

　
　
　
実
施
し
て
い
る
自
治
体
を

調
査
し
、
実
施
主
体
や
場
所
を
含

め
運
営
を
維
持
す
る
に
あ
た
り
、

ど
の
よ
う
な
支
援
策
が
効
果
的
な

の
か
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
、
市
職
員
全
員
に
受
講
さ

せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
22
年
度
よ
り
新
規
採
用
職

員
研
修
に
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
、

一
般
職
員
向
け
に
年
1
回
開
催
し

て
い
る
。
4
3
0
人
が
受
講
し
て

い
る
が
、
今
後
は
開
催
回
数
を
増

や
し
、
よ
り
多
く
の
職
員
が
受
講

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
買
い
物
困
難
者
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　
買
い
物
困
難
者
に
有
効
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
な
る
事
業
の

検
証
を
す
る
た
め
審
査
会
を
実
施

し
た
結
果
、
10
月
か
ら
移
動
販
売

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
実

証
実
験
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
後

の
施
策
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
済
生
館
の
看
護
部
長
は
副

館
長
相
当
職
と
な
っ
て
い
る
が
、

看
護
師
の
声
を
病
院
運
営
に
反
映

す
る
た
め
、
副
館
長
に
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
経
営
会
議
や
臨
床
会
議
に

看
護
師
を
代
表
し
て
看
護
部
長
が

メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
お
り
、
看

護
師
の
意
見
が
十
分
に
反
映
さ
れ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
国
保
の
高
額
療
養
費
還
付

金
の
振
り
込
み
は
、
世
帯
主
の
口

座
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
何
か
と

不
都
合
が
多
く
、
見
直
し
を
国
に

要
望
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
法
律
の
見
直
し
に
関
し
て

は
慎
重
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

当
面
は
、
世
帯
主
の
委
任
状
に
よ

り
世
帯
員
へ
の
振
り
込
み
を
可
能

と
し
た
り
、
病
院
窓
口
で
の
支
払

い
が
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
に
な
る
限
度
額
適
用
認

定
証
の
利
用
な
ど
、
運
用
面
で
対

応
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

伊
藤
美
代
子 

議
員

　
　
　
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
に
な
る
2
0
2
5
年
の
本
市
の

高
齢
者
比
率
と
要
介
護
者
の
数
を

聞
き
た
い
。

　
　
　
2
0
2
5
年
の
高
齢
者
人

口
は
7
万
5
1
5
6
人
、
割
合
は

約
31
・
8
％
と
な
る
。
平
成
25
年

7
月
末
現
在
の
要
介
護
認
定
率
は

約
17
・
9
％
で
あ
り
、
現
在
の
認

定
率
で
計
算
す
る
と
、
要
介
護
者

数
は
概
算
で
1
万
3
5
0
0
人
に

増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　
　
　
本
市
の
介
護
職
員
の
離
職

率
は
16
・
7
％
で
県
内
の
平
均
よ

り
高
い
。
介
護
職
員
不
足
の
解
消

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
県
で
介
護
職
員
サ
ポ
ー
ト

質
問

答
弁

質
問

答
弁

※１　認知症カフェ…�認知症の人やその家族などが集まり、悩みを相談したり、介護の情報を交換する場。
※２　ダウンサイジング…�規模を小さくすること。
※３　空中権…�土地の上の空間部分に設定されている権利。この権利を得ることで、本来の容積率以上の高層ビルなどを建てることができる。
※４　インキュベーション…�設立して間もない新企業に、国や地方自治体などが経営技術・金銭・人材などを提供し、育成すること。

▲高額療養費還付手続きの簡素化を望む
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楽
し
み
・
生
き
が
い
・

ロ
マ
ン
の
山
形
を
!

に
と
っ
て
大
き
な
変
革
に
な
る
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
農
業
政

策
を
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
24
年
度
に
第
5
次
市
農
業

振
興
基
本
計
画
の
中
間
評
価
を
行

い
、
実
情
に
合
っ
た
施
策
に
見
直

し
た
。
安
全
安
心
な
農
産
物
の
生

産
や
販
売
、
多
様
な
担
い
手
の
育

成
と
確
保
、
農
地
利
用
集
積
の
促

進
、
6
次
産
業
化
の
推
進
な
ど
各

種
農
業
振
興
施
策
を
重
点
的
に
推

進
し
て
い
く
。

　
　
　
市
街
化
区
域
の
見
直
し
に

つ
い
て
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
土
地
利
用
に
お
け
る
根
幹

的
な
都
市
計
画
で
あ
り
、
広
域
的

な
見
地
で
調
整
を
図
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
自
治
体
か
ら
の
発
案
を

踏
ま
え
て
県
が
決
定
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
広
域
調
整
に
は
限

界
が
あ
る
た
め
、
第
30
次
地
方
制

度
調
査
会
の
答
申
や
都
市
計
画
制

度
の
動
向
を
見
極
め
て
、
適
切
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
見
直
し
で
は
、
市
民
の
意
向

を
ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
の
か
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
都
市
計
画
で

決
定
し
て
い
る
道
路
な
ど
は
ど
う

す
る
の
か
。

　
　
　
意
見
と
要
望
は
、
課
題
や

現
状
の
分
析
、
将
来
の
見
通
し
な

ど
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
適
切

に
反
映
し
て
い
き
た
い
。
都
市
計

画
道
路
は
将
来
の
交
通
需
要
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
全
て

の
路
線
に
つ
い
て
必
要
性
な
ど
を

再
度
検
証
し
、
道
路
網
を
決
定
し

て
い
く
。

　
　
　
集
中
豪
雨
に
よ
る
浄
水
機

能
の
停
止
な
ど
を
考
慮
し
、
安
定

し
た
給
水
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
25
年
4
月
よ
り
、
浄
水
施

設
の
運
転
や
管
理
な
ど
を
一
元
的

に
行
う
た
め
、
見
崎
浄
水
場
内
に

水
運
用
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
24
時

間
常
時
職
員
を
配
置
し
て
速
や
か

な
応
急
対
策
を
行
う
よ
う
に
し
て

い
る
。
ま
た
、
長
時
間
に
わ
た
る

停
電
へ
の
備
え
と
し
て
、
松
原
浄

水
場
に
小
水
力
発
電
設
備
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
燃
料
備
蓄
庫
の

整
備
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
厚
生
労
働
省
が
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準
を
厳
し

く
す
る
と
の
方
針
だ
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

要
介
護
1
ま
た
は
2
の
高
齢
者
の

在
宅
介
護
や
要
支
援
者
に
十
分
な

対
応
が
で
き
る
の
か
。

　
　
　
今
後
示
さ
れ
る
制
度
改
正

の
詳
細
を
受
け
て
、
第
6
期
計
画

の
策
定
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
サ
ー
ビ
ス

を
必
要
と
す
る
方
が
受
け
ら
れ
な

く
な
ら
な
い
よ
う
、
国
の
動
き
を

注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

遠
藤　
吉
久 
議
員

心
市
街
地
の
空
き
テ
ナ
ン
ト
に
設

置
す
る
と
と
も
に
、
バ

※

ッ
ク
ア
ッ

プ
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
活
用
で
き
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
県
情
報
産
業
協
会
な
ど
を

通
じ
て
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
。

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
に
つ
い

て
も
、
活
用
方
法
の
一
つ
と
し
て

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
山
寺
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
山
寺

駅
構
内
に
車
い
す
用
ト
イ
レ
の
設

置
を
要
望
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

が
よ
り
安
全
安
心
に
観
光
が
で
き

る
よ
う
、
所
有
者
で
あ
る
立
石
寺

や
観
光
協
会
と
協
議
し
て
い
く
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
に
対
し
て
ホ
ー
ム
へ

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
と
と
も
に
、

車
い
す
用
ト
イ
レ
の
設
置
も
要
望

し
て
い
く
。

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
東
部

循
環
線
を
、
観
光
客
の
二
次
交
通

と
し
て
機
能
す
る
ル
ー
ト
に
す
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
地
域
で
の
生
活
に
お
け
る

交
通
手
段
と
し
て
考
え
て
い
る
が
、

市
街
地
観
光
と
し
て
も
機
能
で
き

る
よ
う
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
カ
ジ
ノ
を
含
ん
だ
統
合
型

リ
ゾ
ー
ト
施
設
に
つ
い
て
、
ど
の

程
度
研
究
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な

動
き
が
出
て
き
て
お
り
、
本
市
の

観
光
振
興
の
方
向
性
と
合
致
す
る

の
か
と
い
う
視
点
が
最
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の

建
設
予
定
地
は
、
ど
の
よ
う
な
場

所
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
21
世
紀

協
会
や
新
会
社
の
考
え
が
示
さ
れ

る
段
階
で
、
県
の
意
向
な
ど
も
踏

ま
え
一
定
の
判
断
を
し
た
い
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の

ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の

予
定
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
Ｊ
リ
ー
グ
の
シ
ー
ズ
ン
制

移
行
の
話
な
ど
を
踏
ま
え
、
県
や

県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
21
世
紀
協
会
が

整
備
を
検
討
す
る
際
に
は
、
本
市

と
共
同
の
も
と
に
市
内
に
整
備
す

る
よ
う
提
言
を
し
て
い
る
。
21
世

紀
協
会
で
は
、
平
成
26
年
2
月
か

ら
の
新
会
社
の
設
立
を
目
指
し
準

備
を
進
め
て
お
り
、
新
会
社
の
方

向
性
が
示
さ
れ
た
段
階
で
、
県
の

意
向
な
ど
も
踏
ま
え
、
一
定
の
判

断
を
し
た
い
。

　
　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
入
は
農
業

質
問

答
弁

質
問

※　バックアップオフィス…�地震や停電などの災害に備え、通常のオフィスとは別に、いつでも業務を再開できるように確保する予備のオフィス。

▲慎重な都市計画の策定を ▲建設から４０年以上経過している済生館公舎

平成２５年１１月１日／１８６号
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障
が
い
を
持
つ
方
に
寄
り
添
っ
た

福
祉
政
策
の
推
進
を
図
れ

　
　
　
市
長
の
公
約
の
進し
ん
ち
ょ
く捗状
況

は
ど
う
か
。

　
　
　
実
施
済
み
と
実
施
中
の
も

の
は
35
項
目
、
保
留
は
1
項
目
、

質
問

答
弁

小
野　
　
仁 

議
員

未
実
施
が
2
項
目
で
あ
る
。

　
　
　
公
共
施
設
の
効
率
的
な
運

営
の
た
め
、
部
署
を
横
断
す
る
管

理
体
制
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
維
持
管
理
は
担
当
部
署
が

質
問

答
弁

行
い
、
必
要
に
応
じ
長
寿
命
化
計

画
な
ど
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
計
画
な
ど
を
基
に
、
施
設
を

維
持
管
理
し
て
い
く
。

　
　
　
国
が
小
規
模
保
育
所
の
基

準
案
を
示
し
た
。
保
育
の
質
の
低

下
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
待
機
児
童
解
消
と
保
育
の

充
実
に
あ
た
り
、
活
用
で
き
る
他

の
手
法
と
併
せ
て
施
策
を
進
め
て

い
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
災
害
時
の
要
援
護
者
に
つ

い
て
、
豊
島
区
は
希
望
者
の
手
上

げ
方
式
で
は
な
く
自
治
体
の
情
報

に
よ
っ
て
登
録
し
て
い
る
。
本
市

の
登
録
者
数
と
、
登
録
を
し
な

か
っ
た
方
へ
の
支
援
は
ど
う
か
。

　
　
　
平
成
２５
年
７
月
末
の
登
録

率
は
９
・
７
％
で
、
２３
年
４
月
末

に
比
べ
て
１
・
３
％
の
増
で
あ
る
。

登
録
し
て
な
い
要
援
護
者
は
、
市

で
作
成
す
る
要
援
護
者
名
簿
を
自

主
防
災
組
織
な
ど
に
提
供
す
る
こ

と
で
対
応
し
た
い
。

　
　
　
本
市
に
は
国
際
的
な
映
画

祭
や
東
北
芸
工
大
も
あ
る
た
め
、

映
像
創
造
都
市
宣
言
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
新
た
な
障
が
い
者
福
祉
計

画
に
は
、
当
事
者
の
声
を
ど
の
よ

う
に
入
れ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

教
育
環
境
の
整
備
促
進
で

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

件
中
、
教
職
員
が
発
見
し
た
も
の

は
12
件
で
あ
る
。
い
じ
め
防
止
法

の
成
立
後
は
、
家
庭
や
地
域
、
学

校
な
ど
が
一
体
と
な
り
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
　
　
小
・
中
学
校
の
全
教
室
に

冷
房
機
を
設
置
し
て
い
く
と
の
こ

と
だ
が
、
優
先
順
位
は
ど
う
か
。

　
　
　
庁
内
検
討
会
を
開
く
と
と

も
に
、
校
長
会
な
ど
の
意
見
を
聞

い
て
理
解
を
得
な
が
ら
、
優
先
順

位
を
決
め
た
い
。

　
　
　
交
通
安
全
に
加
え
、
不
審

者
や
空
き
家
の
情
報
も
含
め
た
安

全
マ
ッ
プ
を
作
製
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
各
小
・
中
学
校
で
、児
童
・

生
徒
や
保
護
者
、
地
域
住
民
な
ど

と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
マ
ッ
プ

を
作
製
し
て
い
る
。
内
容
に
応
じ
、

警
察
と
連
携
す
る
こ
と
で
安
全
確

保
に
努
め
た
い
。

　
　
　
子
ど
も
の
貧
困
に
対
応
す

る
部
署
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推

進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
後
に
、

計
画
策
定
と
組
織
の
見
直
し
の
必

要
性
を
検
討
す
る
。

　
　
　
子
ど
も
が
遊
び
を
作
り
、

多
く
の
人
が
交
流
で
き
る
プ※
１
レ
ー

パ
ー
ク
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
現
在
整
備
中
の
幼
児
遊
戯

施
設
に
昔
の
遊
び
を
テ
ー
マ
と
し

た
広
場
な
ど
を
整
備
し
、
プ
レ
ー

パ
ー
ク
の
よ
う
な
機
能
を
持
た
せ

て
遊
び
の
講
座
を
実
施
す
る
予
定

で
あ
る
。
今
後
、
ソ
フ
ト
事
業
の

拡
充
や
新
た
な
体
験
事
業
の
実
施

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
分
析
し
て
指
導
す
る
の
か
。

　
　
　
各
学
校
で
結
果
を
分
析
し

て
保
護
者
に
説
明
し
た
上
で
、
指

導
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
本

市
の
傾
向
と
し
て
、
知
識
を
活
用

す
る
力
に
課
題
が
見
ら
れ
る
た
め
、

知
識
の
活
用
を
意
識
し
た
授
業
や

基
礎
的
な
知
識
の
定
着
を
図
る
な

ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
水
耕
栽
培
は
、
障
が
い
者

の
雇
用
受
け
入
れ
と
し
て
期
待
さ

れ
る
。
設
備
投
資
に
対
し
て
支
援

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
国
の
支
援
動
向
を
踏
ま
え
、

県
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

　
　
　
災
害
時
に
有
効
な
通
信
手

段
と
な
る
Ｗ※
２
ｉ

−

Ｆ
ｉ
環
境
を
、

公
共
施
設
に
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
設

置
状
況
や
効
果
を
踏
ま
え
て
研
究

す
る
。

　
　
　
公
共
施
設
な
ど
に
配
備
し

て
い
る
発
電
機
や
ガ
ソ
リ
ン
携
行

缶
の
管
理
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
消
防
本
部
で
検
査
を
行
っ

た
ほ
か
、
作
業
手
順
を
表
示
す
る

な
ど
、
施
設
職
員
や
指
名
職
員
に

注
意
を
喚
起
し
た
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

渋
江　
朋
博 

議
員

　
　
　
消
費
税
増
税
に
つ
い
て
の

考
え
と
、
歳
入
へ
の
影
響
や
今
後

の
財
源
確
保
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
　
地
方
景
気
は
回
復
途
上
で

あ
り
、
引
き
上
げ
時
期
の
決
定
に

は
慎
重
な
判
断
を
期
待
し
て
い
る
。

歳
入
は
地
方
消
費
税
交
付
金
が
増

額
に
な
る
が
、
そ
の
う
ち
75
％
分

が
地
方
交
付
税
よ
り
減
額
さ
れ
る
。

歳
出
は
負
担
増
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
一
層
の
財
源
確
保
に
努
め
た

い
。

　
　
　
本
市
で
い
じ
め
を
認
知
し

た
中
で
、
教
師
が
指
摘
し
た
の
は

何
件
か
。
ま
た
、
本
市
が
取
り
組

む
べ
き
施
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
平
成
24
年
度
の
認
知
数
63

質
問

答
弁

質
問

答
弁

※１　プレーパーク…�遊具のある従来の公園ではなく、子どもの想像力で工夫して遊びをつくり出すタイプの公園。
※２　Wi-Fi…�Wireless Fidelity。無線でネットワークに接続する技術のこと。

▲教室に冷房機が整備される新山形五中
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住
民
と
の
協
働
で
楽
し
く
!

求
め
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
!

な
い
と
判
断
し
た
。
独
自
削
減
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
状
況
に
応
じ

て
判
断
し
て
い
く
。

　
　
　
1
1
9
番
通
報
に
関
す
る

訴
訟
に
つ
い
て
、
和
解
を
望
む
市

民
の
声
は
多
い
と
感
じ
る
が
、
現

時
点
で
和
解
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。

　
　
　
現
在
係
争
中
で
あ
り
、
弁

論
準
備
手
続
き
の
段
階
で
実
質
審

議
に
入
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

今
後
の
裁
判
の
状
況
を
見
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
救
急
業
務
に
携
わ
る
職
員

に
つ
い
て
は
、
十
分
な
人
数
が
配

置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
救
急
要
請
で
出
動
す
る
す

べ
て
の
救
急
隊
に
は
救
急
救
命
士

が
搭
乗
す
る
と
共
に
、
そ
れ
以
外

の
救
急
隊
員
も
救
急
有
資
格
者
が

搭
乗
し
て
い
る
。
救
急
救
命
士
を

含
む
救
急
隊
員
の
養
成
に
取
り
組

み
、
救
急
体
制
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施

設
は
、
市
北
部
に
集
中
し
て
お
り

南
部
に
は
少
な
い
。
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
お
い

て
は
、
地
域
間
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど

を
十
分
に
配
慮
し
た
土
地
利
用
を

検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
　
市
全
体
に
お
け
る
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
考
慮
し
、

南
北
の
連
続
性
に
配
慮
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
ス※
２
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
に
特
化

し
た
モ
デ
ル
地
区
を
設
け
、
積
極

的
に
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
特
定
地
域
で
の
支
援
に
よ

ら
ず
、
市
全
域
を
対
象
と
し
た
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
な
ど
の
普
及
促

進
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

の
施
行
を
受
け
、
当
市
に
お
い
て

も
早
期
に
分
別
収
集
を
行
い
、
資

源
を
有
効
に
活
用
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
　
　
平
成
26
年
度
早
期
の
回
収

開
始
に
向
け
て
、
現
在
準
備
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
外
出
や
移
動
が
困
難
な
方

が
利
用
す
る
福
祉
有
償
運
送
に
つ

い
て
、
現
在
の
市
内
登
録
事
業
者

数
と
利
用
会
員
数
は
ど
の
く
ら
い

か
。

　
　
　
２５
年
９
月
現
在
、
市
内
の

福
祉
有
償
運
送
の
登
録
事
業
者
は

１２
団
体
で
あ
り
、
利
用
会
員
は
５

６
８
人
、
う
ち
市
民
は
５３

２
人

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
市
内
に
小
・
中
一
貫
校
を

つ
く
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、

小
・
中
一
貫
教
育
推
進
の
た
め
の

効
果
的
な
学
校
施
設
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
こ

の
内
容
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て
い

く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲バランスのとれた土地利用を

伊
藤　
香
織 
議
員

障
害
者
差
別
解
消
法
が
施
行
さ
れ

る
と
、
全
庁
的
な
対
応
が
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議

会
か
ら
の
意
見
を
聞
く
場
を
設
け

て
い
く
。
ま
た
、
障
害
者
差
別
解

消
法
の
基
本
方
針
な
ど
が
明
示
さ

れ
た
段
階
で
、
対
応
要
領
を
作
成

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
盲
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所

者
へ
の
同
行
援
護
の
介
護
給
付

サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
在
宅
の
障
が
い
者
の
方
を

対
象
と
し
て
い
る
が
、
入
所
者
も

社
会
参
加
や
余
暇
活
動
な
ど
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
選
挙
の
際
に
、
点
字
・
音

声
版
の
「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」
を

作
成
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
27
年
度
に
市
議
会
議
員
選

挙
が
あ
る
た
め
、
作
成
や
配
達
が

で
き
る
か
視
覚
障
が
い
者
団
体
な

ど
と
協
議
し
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
6
月
に
公
表
さ
れ
た
「
今

後
の
国
立
大
学
の
機
能
強
化
に
向

け
て
の
考
え
方
」
で
、
新
課
程
の

廃
止
を
推
奨
し
て
い
る
。
山
形
大

学
で
は
ゼ※
１
ロ
免
コ
ー
ス
が
こ
れ
に

あ
た
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
　
教
員
養
成
課
程
の
存
続
を

支
援
し
て
き
た
地
域
教
育
文
化
学

部
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の

か
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
不
登
校
児
童
生
徒
の
出
席

日
数
は
、
学
校
外
の
施
設
に
通
っ

た
場
合
も
考
慮
さ
れ
る
。
児
童
生

徒
の
自
信
に
つ
な
げ
る
た
め
、
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
公
的
機
関
な
ど
に
通
所
し

た
場
合
、
文
部
科
学
省
か
ら
の
通

知
に
よ
り
、
一
定
の
要
件
を
満
た

せ
ば
出
席
扱
い
に
で
き
る
こ
と
を

各
学
校
に
周
知
し
て
い
る
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
市
職
員
の
不
祥
事
が
続
い

て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
よ
り
厳

し
い
基
準
で
厳
正
に
処
分
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
量
定
の
決
定
は
「
交
通
事

故
等
に
お
け
る
懲
戒
処
分
基
準
」

な
ど
に
基
づ
い
て
行
っ
て
お
り
、

適
正
に
処
分
し
て
い
る
。
今
後
、

必
要
に
応
じ
て
基
準
の
見
直
し
も

行
っ
て
い
く
。

　
　
　
現
在
の
市
職
員
の
給
与
水

準
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
市
職
員
の
給
与
は
県
人
事

委
員
会
勧
告
を
参
考
に
定
め
て
い

る
。
国
か
ら
の
給
与
削
減
の
要
請

に
つ
い
て
は
、
総
体
的
に
実
施
し

質
問

答
弁

質
問

答
弁

※１　ゼロ免コース…�大学の教員養成系教育学部において、教育職員免許状の取得を卒業要件とせず任意としている課程の通称。
※２　スマートハウス…�太陽光発電装置や蓄電池を利用し、住宅内において最適な電力利用やＣＯ２排出削減を実現する省エネ住宅。

▲今後の動向が注目される山形大学

平成２５年１１月１日／１８６号
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民生費
32.7%

土木費
15.0%公債費

10.6%

教育費
10.3%

議会費・総務費
10.3%

その他
21.1%

市税
39.9%

地方交付税
14.2%

国庫支出金
10.7%

市債
10.0%

諸収入
6.6%

その他
18.6%

平 成24年 度 　 決 算 を 認 定
①市税� ……………………………………………350億7,414万円
　（個人・法人市民税、固定資産税などの税収入）
②地方交付税� ……………………………………125億1,308万円
　（自治体間の財政力調整のために国から配分されるお金）
③国庫支出金� ………………………………………94億3,697万円
　（自治体が行う特定の事業経費の全部または一部を国が負担するお金）
④市債� ………………………………………………87億6,540万円
　（長期間使用される公共施設などを整備するための借入金）
⑤諸収入� ……………………………………………57億9,547万円
　（預金利子や各種貸付金の元利収入など）
⑥その他�……………………………………………162億5,667万円
　（県支出金、地方譲与税・交付金、使用料および手数料など）

①民生費� …………………………………………281億5,533万円
　（子育て支援、障がい者・高齢者の福祉、医療給付などの経費）
②土木費� …………………………………………128億7,387万円
　（道路・公園の整備、市営住宅の建設、区画整理事業などの経費）
③公債費� ……………………………………………91億5,247万円
　（市債の返済にかかる経費。うち利子分約13億4千万を含む。）
④教育費� ……………………………………………88億9,414万円
　（学校の建設・改修・耐震化、スポーツの振興などの経費）
⑤議会費・総務費� …………………………………88億2,043万円
　（議会の運営、広報、地域づくりの支援などの経費）
⑥その他� …………………………………………182億1,243万円
　（衛生費、労働費、農林水産業費、商工費など）

一般会計歳入　878億4,173万円

一般会計歳出　861億867万円

健全化判断比率・資金不足比率および市債残高
　健全化判断比率・資金不足比率とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき公表される、地方公
共団体の財政の健全度を判断するための指標です。実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率を早
期健全化基準と比較することで財政の健全度を判断します。また、特別会計や企業会計の場合は資金不足比率を経営健全化
基準と比較して判断します。いずれの指標も基準を下回っているため、本市の財政は健全と言えます。また参考として、各
会計の市債（山形市の借入金）の残高も併せて表示しています。

※実質収支比率および連結実質収支が黒字のため、実質赤字比率および連結実質赤字比率はありません。なお参考として、黒字の比
率を（　）に「△」で表示しています。

※いずれの会計も資金不足額は生じていないため、資金不足比率はありません。なお参考として、資金剰余の比率を（　）に「△」
で表示しています。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
山 形 市 なし（△２．９８％） なし（△２２．４４％）  ９．８％  ７１．５％
早期健全化基準 １１．２５％ １６．２５％ ２５．０％ ３５０．０％

資金不足比率 経営健全化基準 市債（企業会計は企業債）残高
（平成２４年度末現在）

一 般 会 計 ８９２億３，９２9万円
特
別
会
計

区 画 整 理 事 業 会 計 ９４億３，３４５万円
駐 車 場 事 業 会 計 ６億１５7万円
公設地方卸売市場事業会計 なし（△ ６．０３％）

２０％

１億４，０８2万円
農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 なし（△ ４．４７％） １７億９，６９５万円

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 なし（△５９．０２％） １８７億４，９１８万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 なし（△２１．１３％） １，０４３億６，７７７万円
市立病院済生館事業会計 なし（△４１．１７％） ７８億８，０２4万円

合　　　　　　　計 ２，３２２億９２7万円
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決　　算
委 会員

　
決
算
委
員
会
は
９
月
１２
日
に
開
会
し
、

平
成
２４
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
、水
道
・
公
共
下
水
道
・

済
生
館
事
業
会
計
決
算
認
定
の
議
案
４
件

に
つ
い
て
、
当
局
か
ら
説
明
を
受
け
、
各

議
案
に
対
す
る
質
疑
を
行
っ
た
後
、
そ
れ

ぞ
れ
所
管
す
る
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
の
各
分
科
会
に
付
託
し
、
審
査

を
行
い
ま
し
た
。
委
員
会
を
２５
日
に
再
開

し
、
各
分
科
会
委
員
長
か
ら
審
査
の
経
過

と
結
果
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
後
、
初

め
に
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
に
つ

い
て
採
決
し
た
結
果
、
賛
成
多
数
で
認
定

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
水
道
・
公
共
下
水
道
・
済
生

館
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
採
決
し
た
結

果
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
分
科
会

堅
実
・
健
全
な
財
政
に
向
け
て

�
活
発
な
意
見
交
換

　
　
　
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
の
利

用
状
況
と
利
用
者
の
声
を
聞
き
た

い
。

　
　
　
　
　
２５
年
８
月
末
時
点
で

１
万
５５５７



人
の
来
館
が
あ
っ

た
。
利
用
者
か
ら
は
、
地
震
・
火

災
・
消
火
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
を
実
際

に
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
好
評

で
、
周
囲
の
方
に
こ
の
体
験
を
勧

め
た
い
な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

　
　
　
２５
年
１０
月
か
ら
、
救
急
隊

委
員

予
防
課
長

委
員

い
く
。

　
　
　
公
衆
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
電
気
料

金
は
ど
の
く
ら
い
下
が
る
の
か
。

　
　
　
　
　
蛍
光
灯
で
あ
れ
ば
、

料
金
区
分
が
１
灯
３１１


円
だ
っ

た
も
の
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
は
１
４
８

円
に
な
る
。

　
　
　
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
祭
に
つ
い
て
、
市
民
の

参
加
部
門
が
あ
る
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
東
北
芸
工
大
の

学
生
や
卒
業
生
の
作
品
を
上
映
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
か
、
広
報
や

ま
が
た
フ
ィ
ル
ム
な
ど
懐
か
し
い

映
像
を
紹
介
す
る
企
画
も
用
意
し
、

市
民
参
加
の
土
台
作
り
を
行
う
。

　
　
　
山
形
国
際
ム
ー
ビ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
費
補
助
金
に

委
員

広
報
課
長

委
員

文
化
振
興
課
長

委
員

心
市
が
提
供
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
周
辺
市
が
活

用
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、

連
携
で
き
る
課
題
に
つ
い

て
は
十
分
に
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
拡
大
し
て
い
く
。

　
　
　
男
女
共
同
参
画
の

拠
点
で
あ
る
フ
ァ
ー
ラ
の

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
民

間
運
営
の
要
望
も
あ
る
の

で
、
直
営
と
委
託
の
両
面

か
ら
引
き
続
き
検
討
し
て

委
員

男
女
共
同
参
画
課
長

つ
い
て
は
、
多
く
と
も
事
業
費
の

２
分
の
１
以
下
に
す
べ
き
で
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　
類
似
し
た
事
業

の
補
助
率
を
考
慮
し
、
事
業
費
の

３
分
の
２
か
７
０
０
万
円
の
ど
ち

ら
か
低
い
方
に
定
め
た
。

　
　
　
市
か
ら
の
補
助
を
も
ら
わ

ず
に
行
っ
て
い
る
企
画
は
数
多
く

あ
る
。
補
助
基
準
も
明
ら
か
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
補
助
金
の
交
付

に
一
律
の
基
準
は
定
め
て
お
ら
ず
、

政
策
目
標
と
の
整
合
性
を
図
り
な

が
ら
、
事
業
目
的
や
内
容
を
個
別

に
査
定
し
て
判
断
し
て
い
る
。

◇
一
委
員
か
ら
、
な
ぜ
ム
ー
ビ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
補
助
を
出
す

の
か
理
解
で
き
な
い
、
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

文
化
振
興
課
長

委
員

文
化
振
興
課
長

　
　
　
市
民
税
の
歳
入
が
個
人
・

法
人
と
も
に
前
年
比
で
約
６
億
円

増
加
し
て
い
る
が
、
業
種
別
の
状

況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
５
月
頃
か
ら
復
興

需
要
な
ど
で
景
気
は
緩
や
か
に
持

ち
直
し
、
納
税
義
務
者
も
８
０
０

人
程
度
増
加
し
た
。
ま
た
、
年
少

扶
養
控
除
見
直
し
の
制
度
改
正
の

影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
建
設
業
は

１
４
０
％
、
卸
・
小
売
業
が
１
６

３
％
、
金
融
業
が
１７

０
％
と
伸

び
て
い
る
。

　
　
　
平
成
２０
年
度
と
比
較
し
、

近
年
は
自
主
財
源
比
率
が
下
が
っ

て
い
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
近
年
は
５２
〜
５５
％
く

ら
い
で
推
移
し
て
お
り
、
東
北
６

都
市
で
比
較
す
る
と
、
２４
年
度
と

２３
年
度
に
お
い
て
１
番
高
く
、
一

定
の
安
定
性
が
保
た
れ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

委
員

市
民
税
課
長

委
員

　
　
　
　

財
政
課
長

が
専
隊
５
隊
、
兼
務
隊
３
隊
の
８

隊
体
制
に
な
る
と
の
こ
と
だ
が
、

救
急
救
命
士
の
人
数
は
充
足
し
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
有
資
格

者
は
４３
人
で
、
そ
の
う
ち
実
働
が

３４
人
で
あ
る
。
救
急
救
命
士
養
成

計
画
に
よ
り
、
毎
年
３
人
の
有
資

格
者
を
養
成
し
て
い
る
。

　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
り

組
み
が
足
り
な
い
と
感
じ
る
。
納

税
額
と
し
て
の
評
価
だ
け
で
は
な

く
、
山
形
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ

と
も
重
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２０
年
度
の
実
績

は
２９
件
、
１
２
８
万
円
で
あ
っ
た

が
、
２４
年
度
は
１０
件
、
１
４
８
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
件
数
が
減
っ

て
い
る
。
山
形
に
愛
着
を
持
っ
て

も
ら
い
、
継
続
し
て
納
税
し
て
も

ら
え
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
定
住
自
立
圏
構
想
の
推
進

に
つ
い
て
、
課
題
を
抱
え
て
い
る

事
業
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
市
民

生
活
の
向
上
が
図
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
基
本
的
に
は
中

救
急
救
命
課
長

委
員

企
画
調
整
部
長

委
員

企
画
調
整
課
長

▲たくさんの市民が来館している市民防災センター

▲男女共同参画社会を実現するための様々な講座を開催しているファーラ

平成２５年１１月１日／１８６号
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厚
生
分
科
会

多
様
な
福
祉
施
策
の
展
開
で

�

市
民
の
暮
ら
し
を
後
押
し

産
業
文
教
分
科
会

産
業
振
興
と
教
育
環
境
の
充
実
の
た
め

�

事
業
の
効
果
や
課
題
を
審
査

歳
児
を
受
け
入
れ
、
子
育
て
を
支

援
し
た
い
。

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
学

校
に
移
転
す
る
場
合
、
保
護
者
が

利
用
す
る
駐
車
場
に
つ
い
て
学
校

と
協
議
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
会

と
学
校
と
の
３
者
で
調
整
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
。
駐
車
場
は
課
題

の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
都
度
、
協

議
し
な
が
ら
解
決
し
て
い
る
。

　
　
　
天
童
・
東
根
市
で
は
「
こ

こ
ろ
の
体
温
計
」
と
い
う
自
殺
対

策
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
新
し
い
事
業
を
積
極
的
に

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

委
員

導
入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
相
談
体
制
の

整
備
も
含
め
、
新
し
い
こ

と
に
つ
い
て
は
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
が
ん
検
診
の
対
象

者
の
中
に
は
、
何
歳
に
な

れ
ば
市
か
ら
通
知
が
届
く

の
か
分
か
ら
な
い
方
も
い

る
。
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
国
は
年
度
初

め
、
市
は
年
度
末
で
年
齢

の
計
算
を
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
対
象
者
が
混
乱
し

健
康
課
長

委
員

健
康
課
長

　
　
　
幼
児
遊
戯
施
設
の
整
備
状

況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２６
年
３

月
ま
で
の
工
期
で
、
造
成
工
事
を

行
っ
て
い
る
。
開
発
行
為
の
検
査

を
９
月
１２
日
に
受
け
て
、
建
物
を

建
て
ら
れ
る
状
況
と
な
る
。

　
　
　
長
時
間
保
育
に
よ
る
子
ど

も
の
情
緒
不
安
定
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
質
の
高
い
保
育
に
よ
り
育
ち

が
保
障
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
長
時
間
保
育

と
情
緒
不
安
定
と
の
因
果
関
係
が

研
究
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
証
明

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
も
０

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

子
育
て
推
進
部
長

な
い
よ
う
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。

　
　
　
在
宅
酸
素
療
法
者
支
援
の

助
成
は
、
年
に
１
回
、
医
師
の
証

明
書
の
提
出
が
必
要
と
な
る
が
、

手
続
き
を
簡
単
に
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
毎
年
の
登
録

の
際
に
、
使
用
状
況
の
変
化
を
確

認
す
る
上
で
医
師
か
ら
の
証
明
書

の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
る
。
こ

れ
に
代
わ
る
方
法
が
な
い
か
検
討

し
た
い
。

　
　
　
老
人
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
等

助
成
に
つ
い
て
は
、
今
後
所
得
制

限
や
年
齢
な
ど
他
都
市
の
状
況
も

考
慮
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
ま
で
の
経
緯

や
他
都
市
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
基
準
を
超
え
る
対
象
者
が

い
る
地
区
も
あ
る
が
、
今
後
見
直

す
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
１２
カ
所
の
う
ち

２
カ
所
が
７
０
０
０
人
を
超
え
て

お
り
、
職
員
を
１
人
増
員
し
、
５

人
体
制
で
対
応
し
て
い
る
。
第
６

期
介
護
保
険
事
業
の
計
画
策
定
に

向
け
て
、
地
域
や
セ
ン
タ
ー
の
意

見
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
た

い
。

　
　
　
介
護
の
必
要
度
の
低
い
要

支
援
者
に
対
す
る
給
付
事
業
が
市

へ
移
行
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
が
見
通
し
は

ど
う
か
。

委
員

障
が
い
福
祉
課
長

委
員

福
祉
推
進
部
長

委
員

長
寿
支
援
課
長

委
員

　
　
　
　
　
　
　
予
防
給
付
が
市

町
村
事
業
で
あ
る
地
域
支
援
事
業

と
な
る
が
、
基
本
的
に
は
介
護
保

険
の
中
で
行
う
流
れ
で
進
ん
で
い

る
。
情
報
を
得
な
が
ら
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
必
要
な
方
が
受
け
ら

れ
る
体
制
を
つ
く
り
た
い
。

　
　
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
促
進
に
よ
り
、
ど
の
程
度
効

果
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
用
額
は

年
間
約
２
億
８
５
０
０
万
円
、
数

量
ベ
ー
ス
で
３１
％
で
あ
り
、
利
用

率
は
全
国
平
均
よ
り
も
高
い
状
況

で
あ
る
。

　
　
　
交
通
指
導
員
の
成
り
手
が

無
く
、
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と

聞
く
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
一
生
懸
命
な
指
導
員

ほ
ど
従
事
期
間
が
長
く
な
る
た
め
、

福
祉
推
進
部
長

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

委
員

市
民
課
長

　
　
　
新
規
学
卒
未
就
職
者
雇
用

確
保
対
策
に
よ
り
市
の
臨
時
職
員

と
し
て
採
用
さ
れ
た
人
の
中
で
、

就
職
内
定
に
至
ら
な
か
っ
た
人
の

そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
若
者
就
職
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
月
２
回
の
就
職
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

委
員

商
工
課
長

面
接
実
習
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
　
　
観
光
面
に
お
い
て
仙
台
市

と
福
島
市
と
の
関
係
を
密
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
今

後
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
３
市
の
連
携
事

業
と
し
て
平
成
１８
年
に
協
定
を
結

び
、
毎
年
、
関
西
方
面
で
観
光
物

委
員

観
光
物
産
課
長

７０
歳
を
超
え
た
ら
定
年
と
す
る
よ

う
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

　
　
　
エ
イ
ズ
関
連
の
補
助
金
で

医
療
機
器
を
購
入
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
の
く
ら
い
の
利
用
が

あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
外
来
患
者
で

２
人
の
利
用
が
あ
っ
た
が
、
入
院

患
者
は
い
な
か
っ
た
。

委
員

済
生
館
管
理
課
長

▲０歳児からの保育で働く親を支援

▲朝の通勤・通学の安全を見守る交通指導員
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環
境
建
設
分
科
会

安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
や

�

市
民
生
活
に
直
結
し
た
事
業
を
審
査

調
査
し
て
い
る
。
追
い
払
い
や
電

気
柵
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
の
設

置
な
ど
の
対
策
を
総
合
的
に
行
っ

た
結
果
、
被
害
額
が
減
少
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
。

　
　
　
特
別
支
援
教
育
相
談
員
の

活
動
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２４
年
度
は
発
達

障
が
い
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
の
発

達
検
査
を
４５
人
分
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
保
護
者
か
ら
の
相
談
が
４１

件
、
保
育
園
・
幼
稚
園
か
ら
の
要

請
が
３４
件
あ
り
、
今
後
の
就
学
な

ど
の
相
談
や
検
査
も
必
要
に
応
じ

て
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
給
食
費
の
未
納
者
に
対
す

る
法
的
措
置
の
実
施
な
ど
の
検
討

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１６
年

度
か
ら
２３
年
度
ま
で
の
未
納
者
は

１
０
２
人
で
あ
り
、
未
納
額
は
約

６
３
４
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
催

告
・
再
催
告
を
行
っ
て
も
な
か
な

か
納
付
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
か

ら
、
裁
判
所
か
ら
支
払
督
促
の
通

知
が
届
く
法
的
措
置
に
つ
い
て
、

現
在
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　
新
野
球
場
の
着
工
は
い
つ

頃
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２５
年
度
に

基
本
設
計
、
２６
年
度
に
実
施
設
計

を
予
定
し
て
お
り
、
着
工
は
２７
年

度
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　
　
双
葉
小
学
校
施
設
の
活
用

な
ど
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
、
提
案

委
員

学
校
教
育
課
長

委
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

委
員

産
展
を
開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
２６
年
に
本
市
で
の
開
催
を
進

め
て
い
る
東
北
六
魂
祭
を
通
し
て
、

東
北
６
市
の
連
携
事
業
も
今
後
進

め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
小
・
中
学
校
へ
の
冷
房
設

備
の
設
置
に
つ
い
て
、
今
後
の
整

備
方
針
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。

　
　
　
　
　
今
後
の
方
針
と
し
て
、

冷
暖
房
兼
用
の
エ
ア
コ
ン
を
整
備

す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
老
朽
化

し
て
い
る
Ｆ
Ｆ
式
暖
房
機
の
更
新

時
期
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
整

備
す
る
学
校
の
順
番
を
考
え
て
い

き
た
い
。

　
　
　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
額

は
、
２３
年
度
よ
り
２１
・
９
％
減
少

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
被
害

件
数
は
増
え
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

現
実
と
の
差
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被

害
面
積
や
被
害
額
、
被
害
作
物
に

つ
い
て
農
協
を
通
し
て
全
農
家
を

委
員

教
育
部
長

委
員

農
林
部
長

さ
れ
て
い
る
主
な
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
双
葉
小
学
校
施

設
の
利
用
策
は
、
現
在
、
地
元
へ

の
説
明
や
庁
内
会
議
な
ど
に
お
い

て
絞
り
込
み
作
業
中
で
あ
り
、
年

内
に
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま

た
、
提
案
さ
れ
て
い
る
主
な
内
容

は
、
市
の
事
業
委
託
を
受
け
て
実

施
す
る
福
祉
施
設
や
教
育
関
係
で

の
利
用
な
ど
が
あ
る
。

教
委
管
理
課
長

　
　
　
家
庭
系
ご
み
の
有
料
化
後
、

ご
み
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
評

価
で
き
る
。
さ
ら
な
る
取
り
組
み

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
は
、

事
業
系
ご
み
の
減
量
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
多
量
の
ご
み
を
排

出
し
て
い
る
事
業
者
向
け
の
研
修

会
を
今
春
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
事
業
者
に
協
力
を
求
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　
霞
城
公
園
の
カ
ラ
ス
対
策

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２４
年
は
１
０
６

羽
を
捕
獲
し
た
。
今
後
も
他
市
の

事
例
を
調
査
研
究
す
る
。

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

へ
の
太
陽
光
発
電
装
置
の
設
置
に

つ
い
て
、
蓄
電
池
は
費
用
が
掛
か

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

委
員

環
境
課
長

委
員

り
、
３
年
間
で
整
備
す
る
と
同
時

期
に
更
新
を
迎
え
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
財
政
面
も
含
め
、
検
討

し
た
上
で
の
施
策
な
の
か
。

　
　
　
　
　
防
災
と
い
う
視
点
か

ら
、
防
災
の
拠
点
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
県

か
ら
１
０
０
％
の
補
助
を
受
け
て

太
陽
光
発
電
装
置
と
蓄
電
池
を
整

備
し
て
い
る
。
今
後
、
将
来
に
向

け
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
市
営
住
宅
の
未
集
金
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
対
象
者
と
即
決

和
解
と
な
っ
た
事
例
を
含
め
、
職

員
に
よ
る
自
主
退
去
な
ど
の
指
導

を
行
っ
て
い
る
。
他
自
治
体
の
事

環
境
部
長

委
員

管
理
住
宅
課
長

▲有害鳥獣対策に有効な電気柵

▲有効利用が期待される旧双葉小

 山形市　蔵王樹氷ライトアップ
と　き　‌�平成２５年１２月下旬〜平成２６年２

月下旬
ところ　‌�蔵王ロープウェイ山頂線および

地蔵山頂駅付近
内　容　‌�蔵王の樹氷を色彩豊かな照明で

ライトアップし、幻想の世界に。
問い合わせ先　蔵王温泉観光協会案内所　
� ☎６９４−９３２８

 上山市　上山市産業まつり
と　き　‌�１１月２日（土）〜３日（日・祝）
ところ　‌�上山市体育文化センター
内　容　‌�上山市、名取市、高山市の特産

品の販売や上山が誇る先端技術
の紹介、楽しいものづくり体験
コーナーなど、注目イベントが
満載！

問い合わせ先 上山市商工会☎６７２−２０５７

 山辺町　初市
と　き　‌�１月１２日（日）
　　　　午前９時３０分〜午後５時
ところ　‌�駅前、本町、仲町通り
内　容　‌�縁起物の初飴、だんご木をはじ

め、海産物、杵、臼などを販売
する店が軒を連ねる、江戸時代
から続く伝統的な催しです。

問い合わせ先 山辺町商工会☎６６４−５９３９

平成２５年１１月１日／１８６号
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例
な
ど
も
研
究
し
な
が
ら
、
今
後

と
も
収
納
率
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
。

　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支

援
事
業
は
、
申
込
者
が
多
く
補
助

を
受
け
に
く
い
状
況
に
あ
る
と
思

う
が
、
低
所
得
者
や
高
齢
者
な
ど

は
優
先
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
対

象
者
の
見
直
し
な
ど
は
考
え
て
い

な
い
が
、
広
く
市
民
に
利
用
し
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。
２６
年
度

に
向
け
て
は
、
県
の
補
助
の
動
向

な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
ジ
ャ
バ
の
利
用
者
が
増
加

し
て
い
る
要
因
を
ど
の
よ
う
に
分

析
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２４
年
度
の
利
用

者
は
約
１３
万
人
で
、
前
年
比
で
８

０
０
０
人
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。

増
加
の
要
因
と
し
て
、
被
災
地
で

あ
る
宮
城
、
福
島
の
子
ど
も
会
な

ど
の
団
体
利
用
や
健
康
づ
く
り
教

委
員

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

委
員

公
園
緑
地
課
長

を
行
っ
た
。
１
カ
所
あ
た
り
約
９

０
０
万
円
程
度
で
設
置
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
費
用
を
抑
え
て

い
く
。

　
　
　
２４
年
度
に
道
路
除
排
雪
計

画
を
見
直
し
た
結
果
、
市
民
か
ら

の
苦
情
が
減
っ
た
印
象
が
あ
る
。

計
画
見
直
し
の
成
果
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
バ
ス
路
線
と
通

学
路
な
ど
を
重
点
に
迅
速
に
除
排

雪
を
行
い
、
冬
期
間
に
お
け
る
安

全
安
心
の
確
保
が
で
き
た
と
認
識

し
て
お
り
、
結
果
と
し
て
除
排
雪

に
関
す
る
苦
情
も
減
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

　
　
　
水
道
の
大
口
利
用
者
の
地

下
水
利
用
が
増
え
て
い
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
大
口
利
用
者
の

地
下
水
利
用
へ
の
転
換
は
大
き
な

課
題
で
あ
る
。現
在
、過
去
の
デ
ー

タ
の
検
証
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

委
員

道
路
維
持
課
長

委
員

上
下
水
道
部
長

他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
有
効
な
対
応
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
全
国
的
に
集
中
豪
雨
の
よ

う
な
予
想
を
超
え
る
雨
量
を
観
測

す
る
地
域
が
増
加
し
て
き
て
い
る

が
、
雨
水
処
理
計
画
は
１
時
間
の

降
雨
量
３８
ミ
リ
の
想
定
で
大
丈
夫

な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
近
の
山

形
地
方
気
象
台
の
デ
ー
タ
を
用
い

て
計
算
し
て
も
差
異
の
な
い
数
値

と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
上
下
水
道
の
企
業
債
残
高

は
、
２４
年
度
末
で
１
０
４
０
億
円

ほ
ど
あ
る
が
、
ど
の
程
度
の
期
間

を
め
ど
に
償
還
し
て
い
く
予
定
な

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
上
下
水
道
事
業

基
本
計
画
で
は
、
企
業
債
残
高
を

３４
年
度
末
ま
で
に
７
８
０
億
円
程

度
に
減
ら
す
計
画
と
な
っ
て
お
り
、

１０
年
間
で
約
３
０
０
億
円
を
償
還

し
た
い
。

委
員

雨
水
施
設
建
設
室
長

委
員

経
営
企
画
課
長

室
の
参
加
者
が
増
え
た
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
公
園
の
ト
イ
レ

は
、
新
設
が
１
カ
所
、
改

修
が
３
カ
所
と
い
う
こ
と

だ
が
、
費
用
を
抑
え
て
設

置
件
数
を
増
や
す
な
ど
の

検
討
を
行
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
男
性
用

と
多
目
的
用
の
２
種
類
に

す
る
な
ど
構
造
の
見
直
し

委
員

公
園
緑
地
課
長

▲ジャバの利用で暑い夏を乗り切ろう

委員会傍聴のご案内
　委員会の傍聴を希望する方
が５人を超えた場合は、抽選
により決定しています。委員
会が開会する
１０分前に行わ
れますので、
お早めにお越
しください。

平 成24年 度 決 算 監 査 意 見 書 要 旨
　市税収入は、前年度に比べ若干回復したものの、
引き続き、受益者負担金の適正化や財産の活用促進
など一層の歳入の確保に努められたい。歳出につい
ては、扶助費の増加や新清掃工場の建設、体育施設
の整備など大規模な施設整備事業の費用が見込まれ
るため、第４次行財政改革プランの着実な推進に努
められたい。
　また、「みんなで創る『山形らしさ』が輝くまち」
の実現に向け、引き続き、第２期経営計画の推進に
積極的に取り組まれるよう要望する。

一
般
・
特
別

　地域医療支援病院、地域がん診療連携拠点病院と
して、地域医療機関と連携しながら質の高い高度医
療の提供に取り組んでいる。今後も病院機能や診療
体制のさらなる充実に向け、引き続き努力されたい。
　また、新たに策定された済生館３カ年計画に掲げ
る諸施策の着実な実現に向けて、引き続き積極的に
取り組まれるよう要望する。

済

生

館

　災害時において安全で安定した水供給を図るため、
今後も水道施設耐震化基本計画に基づき、施設の計
画的な耐震化の推進に取り組まれるとともに、災害
対策と危機管理体制の強化に努められたい。
　また、平成２６年度からの新会計基準の適用に向け
準備されるとともに、上下水道事業基本計画に掲げ
る諸施策の着実な実現に向けて、引き続き努力され
るよう要望する。

水

道

　上下水道経営改革プランに基づき、計画的で健全
な公営企業経営に努められたい。また、下水道処理
区域内における未接続者への利用促進を図り、下水
道使用料の確保に引き続き努力されたい。
　公共下水道総合地震対策計画の着実な推進と、災
害時における危機管理体制の強化に努められるとと
もに、今後とも、浸水対策事業の推進に努められた
い。

公
共
下
水
道
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保
育
所
の
増
築
に
よ
る
補

助
金
の
歳
入
が
あ
る
が
、
県
の
待

機
児
童
ゼ
ロ
施
策
と
の
関
連
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
県
と
連
動
し
て
待
機

児
童
ゼ
ロ
施
策
を
進
め
る
も
の
で

あ
り
、
保
育
所
緊
急
整
備
事
業
費

補
助
金
は
、
県
の
９
月
議
会
で
措

委
員

財
政
課
長

置
さ
れ
る
。

　
　
　
農
林
水
産
業
創
意
工
夫
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
費
補
助
金

を
減
額
し
、
食
産
業
王
国
や
ま
が

た
推
進
事
業
費
補
助
金
を
計
上
し

て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
事
業
を
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
対
象
と
な
る
の
は
食

品
製
造
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
で
、

み
は
ら
し
の
丘
に
工
場
を
新
設
し

て
事
業
規
模
を
拡
大
す
る
も
の
で

あ
る
。
６
次
産
業
化
を
推
進
す
る

委
員

財
政
課
長

　
　
　
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支

援
モ
デ
ル
事
業
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
必
須
事
業
で
あ

る
相
談
支
援
事
業
と
し
て
、
相
談

を
受
け
た
後
、
調
整
会
議
の
意
見

を
基
に
一
人
一
人
に
あ
っ
た
支
援

プ
ラ
ン
を
つ
く
り
、
必
要
な
機
関

に
つ
な
げ
る
支
援
な
ど
を
行
う
。

委
託
先
は
、
生
活
困
窮
者
の
相
談

を
受
け
た
実
績
と
専
門
性
が
あ
り
、

市
内
の
実
情
に
精
通
し
て
い
る
団

体
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
は

具
体
的
な
目
標
が
な
い
と
結
果
は

出
な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
モ
デ
ル
事
業
の

結
果
を
み
な
が
ら
、
具
体
的
な
目

標
が
立
て
ら
れ
る
か
判
断
し
た
い
。

　
　
　
委
託
料
の
内
訳
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
人
件
費
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
借
上

料
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
生
活
の
た
め
に
０
歳
児
や

１
歳
児
を
保
育
園
に
預
け
て
い
る

事
実
が
あ
る
が
、
今
後
も
受
け
入

れ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
増
築
を

す
る
こ
と
で
、
待
機
児
童
の
解
消

に
努
め
た
い
。

委
員

　
　
　
　
　
　

生
活
福
祉
課
長

委
員

生
活
福
祉
課
長

委
員

生
活
福
祉
課
長

委
員

子
育
て
推
進
部
長

　
　
　
増
築
し
た
場
合
、
保
育
士

を
増
員
す
る
必
要
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
保
育
士
と
看

護
師
を
合
わ
せ
て
８
人
の
増
員
が

必
要
で
あ
り
、
臨
時
職
員
に
よ
り

対
応
し
た
い
。

　
　
　
増
築
す
る
面
積
は
ど
の
く

ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２４
人
の
０
・

１
歳
児
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
約

１
０
０
㎡
と
な
る
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

　
　
　
新
設
さ
れ
た
県
の
補
助
制

度
を
活
用
し
、
み
ら
は
し
の
丘
に

企
業
が
工
場
を
新
設
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
建
設
場
所
は
本
市
と
な

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
本
市
に
建
設
す

る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
県
内
産
農
畜
産
物
を
ど
の

程
度
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
５
年
後
を
目
標
に
約

５０
％
を
使
用
す
る
計
画
と
な
っ
て

お
り
、
進し
ん
ち
ょ
く捗状
況
な
ど
の
審
査
を

毎
年
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
補
助
に
対
す
る
市
か
ら
の

上
乗
せ
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
か
ら
の
上
乗
せ

は
な
い
。

委
員

商
工
観
光
部
長

委
員

農
政
課
長

委
員

農
政
課
長

事
業
と
し
て
県
の
補
助
制

度
に
該
当
し
た
た
め
、
上

限
額
の
な
い
有
利
な
補
助

金
を
利
用
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
　
　
国
・
県
補
助
金
で

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支

援
事
業
の
歳
入
が
増
額
さ

れ
た
が
、
事
業
費
は
ど
の

く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
県
・
市
補
助

分
の
事
業
費
は
１
億
８
０

０
万
円
で
、
こ
れ
に
市
単

独
分
を
合
わ
せ
る
と
、
１

億
６
４
０
０
万
円
と
な
る
。

委
員

財
政
課
長

▲増築による待機児童解消が期待されるあたご保育園

　
予
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
平
成
２５
年

度
山
形
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、
山
形
市
介
護
保
険

事
業
会
計
補
正
予
算
の
議
案
２
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
所

管
す
る
分
科
会
に
分
割
付
託
し
、
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
各
分
科
会
委
員
長
か
ら
報

告
を
受
け
た
後
、
採
決
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
全
員

異
議
な
く
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

予　　算
委 会員

総
務
分
科
会

国
や
県
の
補
助
金
に
よ
る

歳
入
を
審
査

厚
生
分
科
会

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て

あ
た
ご
保
育
園
を
増
築

産
業
文
教
分
科
会

県
の
補
助
制
度
を
活
用
し

６
次
産
業
化
を
推
進

９月の主な補正予算
一般会計　3億4,803万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）
◦道路の維持補修経費（側溝および水路補修）
� ……１億９，０００万円
◦食産業王国やまがた推進事業費補助金
� ……６，４９７万円
◦あたご保育園増築工事費 ……………３，４００万円
◦住宅リフォーム総合支援補助金 ……２，０００万円
◦生活困窮者自立促進支援モデル事業費
� ………７６２万円

　　山形市にとって公共の利益とな
ることに対して、市議会の考えをま
とめた文書のことだよ。この文書は、
国会や総務省・財務省など関係する
行政機関に送付しているんだ。９月
定例会では、地方税財源の充実確保
に関するものと、新聞への消費税軽
減税率適用に関する意見書が可決さ
れているよ。

Ａ

Ｑ 意見書って
　 なんだベニ？

　　　　　の

教えて! 議会用語

平成２５年１１月１日／１８６号
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支

援
事
業
は
、
申
し
込
み
倍
率
が
高

く
、
何
回
か
抽
選
に
漏
れ
た
方
も

い
る
。
申
請
の
制
限
や
抽
選
に
漏

れ
た
方
の
救
済
措
置
な
ど
は
考
え

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
の
補
助

は
い
つ
ま
で
続
け
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
県
の
事
業
と
し

て
３
年
間
の
限
定
と
な
っ
て
お
り
、

平
成
２５
年
度
が
最
終
年
度
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
も
継
続
す
る
の
か

を
含
め
、
県
の
動
向
や
事
業
の
効

果
な
ど
を
検
証
し
な
が
ら
、
２６
年

度
以
降
の
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　
道
路
の
維
持
補
修
経
費
の

増
額
で
、
ど
の
程
度
の
側
溝
や
水

路
が
維
持
補
修
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
側
溝
は
１７

６

路
線
で
約
４
㎞
、
水
路
は
２３
地
区

で
約
６
０
０
ｍ
の
整
備
を
計
画
し

て
い
る
。

　
　
　
側
溝
や
水
路
の
維
持
補
修

工
事
の
整
備
箇
所
は
、
ど
の
よ
う

な
基
準
で
決
定
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
場
確
認
を
行

い
、
安
全
安
心
の
観
点
か
ら
、
緊

急
性
を
要
す
る
部
分
や
未
整
備
で

生
活
環
境
に
不
具
合
を
生
じ
る
部

分
を
優
先
し
た
上
で
決
定
し
て
い

る
。

委
員

建
築
指
導
課
長

委
員

道
路
維
持
課
長

委
員

道
路
維
持
課
長

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
西
部

循
環
線
で
使
用
す
る
小
型
バ
ス
を

市
が
購
入
す
る
理
由
は
何
か
。
ま

た
、
今
後
増
や
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
国
の
補
助
を
活

用
し
て
、
運
行
地
域
に
合
っ
た
大

き
さ
の
バ
ス
を
購
入
す
る
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
事
業
者
と
話
し
合

い
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
公
契
約
条
例
に
示
し
て
い

る
作
業
報
酬
審
議
会
の
委
員
に
は
、

事
業
者
の
代
表
も
加
わ
る
と
規
定

委
員

企
画
調
整
課
長

委
員

さ
れ
て
い
る
が
、
関
連
す
る
建
設

業
界
な
ど
の
代
表
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
メ
ン
バ
ー
は
６
人
以

内
で
、
事
業
者
関
係
が
２
人
、
労

働
者
関
係
が
２
人
、
学
識
経
験
者

が
２
人
と
し
て
い
る
。

　
　
　
事
業
者
は
事
務
量
が
増
え

る
こ
と
も
懸
念
し
て
い
る
が
、
事

務
作
業
の
軽
減
に
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
既
存
の
賃
金
台
帳
を

活
用
す
る
方
法
な
ど
も
関
係
団
体

に
提
示
し
て
お
り
、
事
務
の
簡
素

化
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
陳
情
の
他
に
要
望
書
も
各

団
体
か
ら
出
て
い
る
。
進
め
方
に

問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２５
年
５
月
に
関

係
団
体
に
説
明
を
行
い
、
６
月
か

ら
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
。
各
団
体
か
ら
出
さ
れ
た

意
見
は
、条
例
に
反
対
で
は
な
く
、

運
用
上
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見

で
あ
っ
た
。

　
　
　
金
額
な
ど
の
詳
細
ま
で
を

定
め
る
条
例
で
は
な
く
、
理
念
型

契
約
課
長

委
員

契
約
課
長

委
員

契
約
課
長

委
員

　
　
　
中
央
公
民
館
の
照
明
設
備

改
修
に
よ
り
、
ホ
ー
ル
が
使
用
で

き
な
い
期
間
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２６

年
１
月
２９
日
か
ら
３
月
１４
日
ま
で

の
期
間
で
あ
る
。

　
　
　
照
明
設
備
を
更
新
す
る
こ

と
で
、
利
用
す
る
団
体
は
こ
れ
ま

で
よ
り
増
え
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま

で
手
作
業
で
行
っ
て
い
た
も
の
が
、

更
新
後
は
照
明
演
出
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

の
条
例
で
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　
　
労
働
者
へ
確
実
に
賃

金
が
い
き
わ
た
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
作
業
報
酬
下
限
額
を
定
め
、

そ
れ
を
順
守
し
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
。

　
　
　
清
掃
・
警
備
・
施
設
の
設

備
運
転
管
理
を
対
象
と
し
た
理
由

は
何
か
。

　
　
　
　
　
労
働
者
が
多
く
公
契

約
を
適
用
す
る
の
が
適
切
で
あ
る

と
考
え
、
こ
の
３
業
種
と
し
た
。

◇
一
委
員
か
ら
、
事
業
者
と
も
っ

と
時
間
を
か
け
て
話
し
合
う
必
要

が
あ
る
た
め
、
継
続
審
査
と
し
て

ほ
し
い
、
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。

契
約
課
長

委
員

契
約
課
長

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
設
定
が

可
能
に
な
る
。ま
た
、固
定
式
だ
っ

た
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
ム
ー
ビ
ン

グ
機
能
が
付
く
こ
と
で
、
演
出
を

引
き
立
た
せ
る
効
果
が
高
ま
り
、

新
た
な
団
体
の
利
用
が
期
待
で
き

る
。

　
　
　
山
形
テ
ル
サ
に
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
す
る
趣
旨
と
非
公

募
と
す
る
理
由
は
何
か
。
ま
た
、

５
年
後
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
指
定
管
理
者
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
利
用
料

金
制
度
を
活
用
し
収
益
性
を
上
げ
、

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
事
業
が
実
施

で
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
指
定

管
理
者
制
度
は
原
則
公
募
で
あ
る

た
め
、
非
公
募
と
し
た
場
合
の
５

年
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
公

募
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
、
外
部

評
価
の
内
容
な
ど
も
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

委
員

商
工
観
光
部
長

▲新たなバスの購入で利便性向上が期待される西部循環バス

▲中央公民館の照明改修で利用者増加を期待

環
境
建
設
分
科
会

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
や

道
路
補
修
予
算
を
増
額

総
務
委
員
会

公
契
約
条
例
の
設
定
に
あ
た
り

事
業
者
と
の
さ
ら
な
る
検
討
を
求
む

産
業
文
教
委
員
会

山
形
テ
ル
サ
の

指
定
管
理
者
制
度
導
入
を
審
査

　
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
条
例
の
新

設
や
一
部
改
正
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
和
解
に

つ
い
て
な
ど
の
議
案
８
件
で
す
。

　
各
委
員
会
で
詳
細
に
審
査
し
た
結
果
、
公
契
約
条

例
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で
継
続
審
査
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
案

件
に
つ
い
て
は
、
全
員
異
議
な
く
可
決
お
よ
び
同
意

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

常　任
委 会員
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十
日
町
双
葉
町
線
の
汚
染

土
壌
処
理
費
用
の
損
害
賠
償
請
求

に
つ
い
て
は
和
解
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
周
囲
の
土
地
へ
の
汚
染
な

ど
の
影
響
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
工
事
で

委
員

都
市
政
策
課
長

は
、
地
上
か
ら
２
ｍ
部
分
に
は
汚

染
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
南
側

の
土
地
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
覆
わ

れ
て
お
り
、
現
状
の
ま
ま
の
利
用

で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。

ま
た
、
下
流
側
で
地
下
水
の
調
査

を
行
っ
た
が
、
有
害
物
質
は
検
出

さ
れ
な
か
っ
た
。

◇
質
疑
後
、
委
員
か
ら
、
和
解
の

受
け
入
れ
は
や
む
を
得
な
い
が
、

汚
染
の
可
能
性
が
あ
る
土
地
は
管

理
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
。
請
求
額

と
解
決
額
に
差
が
あ
る
た
め
、
経

緯
や
裁
判
結
果
を
市
民
に
説
明
す

べ
き
、と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
今
回
購
入
す
る
予
定
の
道

路
維
持
作
業
用
路
面
清
掃
車
は
、

こ
れ
ま
で
の
も
の
と
性
能
や
耐
用

年
数
に
違
い
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
と
同

様
の
性
能
で
、
耐
用
年
数
も
同
じ

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
で
集
会
室
を
設
置
す
る
と
あ
る

が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の

に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
新
し
く
完
成
す

る
南
山
形
住
宅
Ｇ
棟
の
１
階
に
、

集
会
室
と
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ

用
の
相
談
室
を
設
け
る
。

◇
厚
生
委
員
会
で
は
、
請
願
１
件

（
特
例
水
準
解
消（
年
金
２
・
５
％

削
減
）
の
中
止
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
）
を
審
査
し
ま
し
た
。

委
員

道
路
維
持
課
長

委
員

管
理
住
宅
課
長

　
９
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
２
件
で
す
。
い
ず
れ
も
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
に

関
す
る
意
見
書

　
地
方
財
政
は
、
社
会
保
障
関
係

費
な
ど
の
財
政
需
要
の
増
加
等
に

よ
り
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

や
ま
ち
づ
く
り
を
安
定
的
に
行
う

た
め
に
は
、
地
方
税
財
源
の
充
実

確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
左

記
事
項
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く

求
め
る
。

地
方
交
付
税
の
増
額
に
よ
る
一
般

財
源
総
額
の
確
保
に
つ
い
て

１　
地
方
の
財
政
需
要
を
地
方
財

政
計
画
に
的
確
に
反
映
す
る
こ

と
に
よ
り
、
一
般
財
源
総
額
を

確
保
す
る
こ
と
。

２　
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

本
来
の
役
割
で
あ
る
財
源
保
障

機
能
・
財
源
調
整
機
能
が
発
揮

さ
れ
る
よ
う
増
額
す
る
こ
と
。

３　
財
源
不
足
額
に
つ
い
て
は
、

地
方
交
付
税
の
法
定
率
の
引
き

上
げ
に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
。

４　
地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
歳

出
特
別
枠
を
維
持
す
る
こ
と
。

５　
地
方
交
付
税
を
国
の
政
策
誘

導
手
段
と
し
て
用
い
る
こ
と
は

避
け
る
こ
と
。

地
方
税
源
の
充
実
確
保
に
つ
い
て

１　
地
方
が
担
う
事
務
と
責
任
に

見
合
う
税
財
源
配
分
を
基
本
と

し
、
当
面
、
国
と
地
方
の
税
源

配
分
を
５
対
５
と
す
る
こ
と
。

２　
個
人
住
民
税
の
充
実
確
保
を

図
る
と
と
も
に
、
政
策
的
な
税

額
控
除
を
導
入
し
な
い
こ
と
。

３　
固
定
資
産
税
の
安
定
的
確
保

を
図
る
こ
と
。

４　
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
は
、
現
行

制
度
を
堅
持
す
る
こ
と
。

５　
地
方
税
財
源
を
確
保
す
る
仕

組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

新
聞
へ
の
消
費
税
軽
減
税
率

適
用
に
関
す
る
意
見
書

　
来
年
４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

消
費
税
増
税
に
よ
っ
て
各
家
庭
の

経
済
的
負
担
が
増
し
、
新
聞
の
購

読
を
中
止
す
る
家
庭
が
増
え
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
特
に
、
社
会
的
・
経
済
的
弱
者

に
そ
の
傾
向
が
出
た
場
合
に
は
格

差
が
拡
大
し
、
社
会
的
な
不
安
定

を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。

　
多
く
の
国
で
は
品
目
別
の
複
数

税
率
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
民
主

主
義
と
い
う
観
点
で
の
先
進
他
国

で
は
、
以
前
よ
り
新
聞
・
書
籍
等

に
軽
減
税
率
を
適
用
し
て
い
る
。

　
よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、
新
聞

へ
軽
減
税
率
を
適
用
す
る
よ
う
、

強
く
要
望
す
る
。

▲新たにＧ棟が完成する市営南山形住宅

環
境
建
設
委
員
会

十
日
町
双
葉
町
線
の
汚
染
土
壌
処
理

費
用
訴
訟
の
和
解
を
慎
重
に
審
査

意
見
書
（
要
旨
）

　９月定例会で審議された請願は、新たに提出された２件です。陳情は、新たに２
件が提出され、１件を審査、１件を配布しました。結果は以下の通りです。
� （※印は請願者による意見陳述が行われたものです。）

請願・陳情

●議決の結果は、２０ページの「議案の賛否一覧表」をご覧ください。

番
号

件　　　　　　　名 紹介議員 所　管
委員会 結　果提　　　出　　　者

請　
　
　
願

第
６
号

新
規
※

新聞への消費税軽減税率適用に関すること
について 折原　政信

丸子　善弘
斎藤　淳一
斉藤　栄治

総　務 採　択山形新聞城南専売所
所長　木村　茂昭
ほか１５人

第
７
号
新
規

特例水準解消（年金２．５％削減）の中止を
求めることについて 阿曽　　隆 厚　生 継続審査全日本年金者組合山形支部
支部長代行　太田　有紀

陳　
　
　
情

第
１
号
新
規
違法な臓器生体移植を禁じることを求めるこ
とについて 総　務 配布のみ
井田　敏美

第
２
号

新
規
※

（仮称）「山形市公契約条例」について
総　務 継続審査一般社団法人山形県ビルメンテナンス協会

会長　黒田　美喜男
ほか１人

平成２５年１１月１日／１８６号
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総務委員会（１班）
　大津市では、平成２４年
６月に大津市公共施設白
書を公表しました。これ
は、今後数十年の間に多
くの公共施設が老朽化し、
一斉に更新時期を迎える

中、公共施設でのサービスを将来にわたり持続可能
なものとし、全庁的な公共施設マネジメントを推進
していく上での基礎資料となるものです。これまで
の取り組み経過や、推進する上での課題、今後の方
針などについて視察しました。

厚生委員会（１班）
　広島市西風館は、平成
２３年３月に開設された斎
場です。山間部に建設さ
れた同施設は、１０基の火
葬炉と１基の動物炉があ
り、施設内には葬儀場や

ＮＰＯ法人が運営する売店を併設しています。火葬
炉については、今後の需要に併せて１０基の増設が可
能な造りとなっています。施設内の部屋や廊下、駐
車場なども広々と確保されている、将来を見据えた
ゆとりある施設を視察しました。

産業文教委員会（１班）
　札幌ドームは、指定管
理制度を活用して運営さ
れている多目的全天候型
ドームです。屋外の良好
な環境で育てた天然芝の
ホヴァリングサッカース

テージを空気圧によって浮上させることで、サッカー
場と野球場の転換を行う世界初のシステムが導入さ
れています。サッカーや野球の他にもコンサートや
展示会などの大規模イベントも開催されています。
施設の維持管理や、多目的な利用方法について視察
しました。

環境建設委員会（１班）
　久留米市では、地球温
暖化防止や自然と調和し
たまちづくりに向けた取
り組みを推進しています。
特徴的な施策としては、
市有建築物での太陽エネ

ルギーの積極的な利用や、市民と行政が協働して公
共施設の美化に取り組む「くるめクリーンパートナー
事業」など、環境先進都市を目指して積極的に取り
組んでいます。再生可能エネルギーを生かした環境
対策について視察しました。

委
員
会
視
察
報
告

　
本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な
施
策
を
実
施
す
る
他
の
自
治
体
な
ど
へ

の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
視
察
の
成
果
は
、
委
員
会
審
査
の
中
で
、

本
市
の
抱
え
る
課
題
解
決
や
市
へ
の
提
言
に
活
か
さ
れ
ま
す
。
今
年
度

実
施
し
た
委
員
会
視
察
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（１班）

７月１日（月）�
　〜３日（水）

兵庫県明石市 人事制度改革基本計画について
滋賀県大津市 公共施設のあり方検討について

京都府宇治市 高機能消防指令センターの概要に
ついて

厚 生 委 員 会
（１班）

７月２３日（火）�
　〜２５日（木）

福岡県福岡市 ときめきプロジェクトについて
広島県広島市 広島市西風館について

岡山県岡山市 岡山市ふれあい公社及び岡山市こ
どもフェスティバルについて

産業文教委員会
（１班）

７月９日（火）�
　〜１１日（木）

北海道札幌市 札幌ドームについて
北海道小樽市 観光振興の取り組みについて

北海道苫小牧市 苫小牧市公設地方卸売市場の運営
について

環境建設委員会
（１班）

７月１日（月）�
　〜３日（水）

福岡県久留米市 環境基本計画に基づく行動計画に
ついて

福岡県糸島市 小水力発電の取り組みについて
福岡県太宰府市 景観と歴史のまちづくりについて
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厚生委員会（２班）
　西宮市では、若年性認
知症支援施策として、若
年性認知症の人とその家
族が地域で安心して暮ら
せることを目指して、平
成２２年から「若年性認知

症に関する取り組み検討会」を立ち上げています。
啓発を目的とした講演会の開催や、若年性認知症の
人とその家族を対象とした交流会など、若年性認知
症に対するさまざまな取り組みについて視察しまし
た。

産業文教委員会（２班）
　沼津市は言語教育特区
に認定され、市内の全小・
中学校において、読解の
時間と英語の時間からな
る「言語科」を導入して
います。「言葉を用いて

積極的に人と関わっていこうとする態度の育成」を
目標とし、人の話をしっかり聞いたり、自分の考え
をはっきり述べたり書いたりできるようになること
を目指して取り組んでいる言語教育について視察し
ました。

環境建設委員会（２班）
　三島市では、「歩きた
い街、住みたい街」を提
唱し、中心市街地にある
アメニティ資源を活用し
て回遊ルートを整備する
「街中がせせらぎ事業」

を展開しています。 この事業は、市民・企業・ま
ちづくり団体・行政の協働で実現した、市民主導の
企画です。また、回遊ルート整備後の維持管理を住
民主導で行うなど、官民パートナーシップによるま
ちづくりが行われていました。

委員会名 日　程 調査地 調査項目

総 務 委 員 会
（２班）

７月２３日（火）�
　〜２５日（木）

福岡県春日市 コミュニティバスの整備・運用について

岡山県倉敷市 男女共同参画条例制定後の施策について

大阪府高槻市 防災公園の整備について

厚 生 委 員 会
（２班）

７月３０日（火）�
〜８月１日（木）

大阪府泉佐野市 市営火葬場ＰＦＩ事業について

兵庫県西宮市 若年性認知症支援について

大阪府池田市 幼保一元化の取り組みについて

産業文教委員会
（２班）

７月２４日（水）�
　〜２６日（金）

静岡県沼津市 言語教育推進事業等について

静岡県富士宮市 食資源を生かした観光の振興（フードバレー構想等）
について

山梨県山梨市 女子観光プロモーションの取り組みについて

環境建設委員会
（２班）

８月２６日（月）�
　〜２８日（水）

静岡県三島市 街中がせせらぎ事業について

静岡県藤枝市 中心市街地のまちづくり（藤枝市中心市街地活性
化基本計画）について

山梨県都留市 小水力発電事業について

総務委員会（２班）
　倉敷市は、平成２１年に
ＤＶ防止計画を策定し、
配偶者暴力相談支援セン
ターを設置しています。
ＤＶ相談件数は年々増加
しており、潜在していた

家庭の中の問題が表面化してきているとのことです。
市と市民、事業者が連携しながら、男女がお互いの
人権を尊重し、対等なパートナーとして個性と能力
を十分に発揮できる社会を実現するための施策に、
積極的に取り組んでいました。

平成２５年１１月１日／１８６号
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会 議 ■■
■■

■■
■■ 日 誌

最上義光公没後400年記念議会
　最上義光公没後４００年を迎えるにあたり、その業績を讃え、
城下町やまがたの成り立ちと義光公の「人となり」の認識を
深めてもらうとともに、街なかの賑いと誘客につなげるため、
９月定例会の初日に先立ち最上義光公没後４００年記念議会が
行われました。
　加藤議長、議員で組織する記念議会実行委員の今野委員長、
市川市長のあいさつの後、「写真で振り返る最上義光」と題し、
武将として、文化人としての義光公、現代に見る義光公のお
もかげを記念議会実行委員のナレーションで振り返りました。
その後、最上義光公没後４００年記念事業の大久保義彦実行委
員長からのあいさつがあり、記念議会実行委員の発声にあわ
せ「エイ、エイ、オー！」の勝ちどきをあげて閉会しました。

　７月臨時会を７月１６日に開催しました。工事請負契約の締
結について（飯塚コミュニティセンター改築建築工事、市立
第五中学校校舎改築建築・電気設備・機械設備工事、仮称山
形市球技場人工芝化等改修工事）および工事請負契約の締結
の一部変更について（蔵王ジャンプ台改修工事）の議案６件
が上程され、総務、産業文教委員会に付託し審査を行いまし
た。審査終了後に本会議を再開し、委員長報告を受けた後、
採択した結果、いずれも全員異議なく同意しました。

▲義光公の功績を紹介する記念議会実行委員

（
７
月
）

８
日　
議
会
運
営
委

員
会
、
議
会

改
革
検
討
委

員
会

１６
日　
７
月
臨
時
会

　
　
　
本
会
議
、
総
務
・
厚
生
・

産
業
文
教
委
員
会
、
議
会

運
営
委
員
会
、
議
会
改
革

検
討
委
員
会

（
８
月
）

８
日　
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会

改
革
検
討
委
員
会

９
日　
総
務
委
員
会

２９
日　
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会

改
革
検
討
委
員
会

（
９
月
）

５
日　
９
月
定
例
会
開
会

　
　
　
本
会
議
、
議
会
運
営
委
員

会
、
議
会
改
革
検
討
委
員

会

１０
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

１１
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会

改
革
検
討
委
員
会

１２
日　
決
算
・
予
算
委
員
会

１３
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
分
科
会（
決
算
）

１７
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
分
科
会（
決
算
）

１９
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
分
科
会
（
補
正

予
算
）、産
業
文
教
委
員
会

２０
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
委
員
会

２５
日　
決
算・予
算
委
員
会
、全
員

協
議
会
、
議
会
改
革
検
討

委
員
会
報
告
会
、
総
務
委

員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

２６
日　
議
会
運
営
委
員
会
、
議
会

改
革
検
討
委
員
会

２７
日　
本
会
議

　
　
　
９
月
定
例
会
閉
会

（
１０
月
）

７
日　
議
会
報
委
員
会

１２
月
定
例
会
の
日
程（
予
定
）

（
１１
月
）

２１
日　
議
会
運
営
委
員
会

２８
日　
本
会
議
（
開
会
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

（
１２
月
）

３
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

４
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

５
日　
予
算
委
員
会

６
日　
予
算
分
科
会

９
日　
常
任
委
員
会

１１
日　
予
算
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

１２
日　
議
会
運
営
委
員
会

１３
日　
本
会
議
（
閉
会
）

　
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
（
６
４
２
）
８
４
０
４

７ 月 臨 時 会

▲改築により利便性が向上する新飯塚コミュニティセンター
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　定例会で行われた議案などの審議過程や結果などについて、市民の皆さ
まへ分かりやすくお伝えする「議会報告会」を今年度より実施します。
　この報告会は、複数の市議会議員と直接対話することができるほか、素
朴な疑問を始めとした意見交換などを行える大変貴重な機会です。
　各公民館で開催されますので、ぜひお気軽にご参加ください。

　本市議会では、平成２４年１２月に議会基本条例を制定するなど、皆さまの意見がより反映される議会を目指
し、議会改革に取り組んでいます。
　現在は、議員の報酬・定数、政務活動費について協議しているところですが、このたび実施するアンケー
トも参考にしながら、今後議論を深めていきたいと考えています。

○アンケート用紙配布場所
　　‌�各市街地公民館、コミュニティセンター窓口
　　　※‌�山形市議会ホームページからもダウン

ロードできます。

○募集期間
　　１１月１日（金）〜１１月２９日（金）

月　日 場　所 出　席　議　員

１１月１４日（木） 中央公民館 ◎中野　信吾（総務）　　　○佐藤　秀明（環境建設）　　
　高橋　公夫　　浅野　弥史　　佐藤亜希子　　武田　　聡　　斎藤　淳一
　斎藤　武弘　　鈴木善太郎１１月１９日（火） 東部公民館

１１月12日（火） 南部公民館 ◎渡辺　　元（厚生）　　　○伊藤　香織（産業文教）　　
　諏訪　洋子　　川口　充律　　斉藤　栄治　　遠藤　和典　　丸子　善弘
　阿部喜之助１１月18日（月） 霞城公民館

１１月12日（火） 西部公民館 ◎遠藤　吉久（産業文教）　○渋江　朋博（総務）　　
　阿曽　　隆　　菊地健太郎　　折原　政信　　鑓水　一美　　後藤　誠一
　須貝　太郎　　石沢　秀夫 副議長１１月19日（火） 江南公民館

１１月14日（木） 北部公民館 ◎小野　　仁（環境建設）　○田中　英子（厚生）　　
　伊藤美代子　　武田　新世　　長谷川幸司　　今野　誠一　　加藤　　孝
　尾形　源二　　加藤　賢一 議長１１月18日（月） 元木公民館

≪議会報告会≫
　期　間：１１月１２日（火）〜１１月１９日（火）
　時　間：１９時〜２０時３０分
　内　容：９月定例会の議会活動報告です。 ※やまがた市議会報（本号）を持参してください。

本市初の議会報告会を開催します

議会改革　アンケート調査にご協力ください

◎…常任委員会委員長　○…常任委員会副委員長

　アンケート用紙は以下のとおり配布しておりますので、皆さまの
ご協力をよろしくお願いします。

議会改革の取り組みを
クリック

平成２５年１１月１日／１８６号
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山形市のお宝広報大使

次号の表紙写真は？
山形では春の七草の一つとし
て知られ、鍋料理などには欠

かせない農産物
です。
　　さて、何で
　しょう？

編
集
後
記

　
秋
晴
れ
の
日
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
も
折
り
返
し
、
本
当

に
季
節
の
移
り
変
わ
り
は
早
い
も

の
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
９９
年
の
地
方
分
権
一
括
法
成
立

以
降
、
地
方
自
治
改
革
お
よ
び
地

方
議
会
改
革
が
進
ん
で
い
ま
す
。

当
市
議
会
で
も
議
会
基
本
条
例
の

具
体
的
な
運
用
方
法
な
ど
に
つ
い

て
協
議
の
真
っ
最
中
で
す
。

　
執
行
機
関
に
お
い
て
行
政
運
営

が
完
結
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
議
会

は
単
に
執
行
機
関
の
追
認
機
関
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
議
会
活
動
の
原

動
力
で
あ
る
市
民
と
協
働
し
、
政

策
提
案
や
監
視
機
能
を
果
た
す
こ

と
が
自
律
的
な
住
民
代
表
機
関
の

役
割
だ
と
考
え
ま
す
。

　
是
非
多
く
の
方
か
ら
参
加
い
た

だ
く
こ
と
を
心
よ
り
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

議
会
報
副
委
員
長　
伊
藤　
香
織

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６６号

平成２４年度山形市一般会計及び特別会計歳入歳
出決算認定について
　一般会計および特別会計歳入歳出決算につい
て、地方自治法の規定により認定を求めるもの
です。

認定
（一覧表参照）

議第６７号

〜

議第６９号

平成２４年度山形市水道事業会計剰余金の処分及
び決算認定について
平成２４年度山形市公共下水道事業会計剰余金の
処分及び決算認定について
平成２４年度山形市立病院済生館事業会計剰余金
の処分及び決算認定について
　水道事業会計・公共下水道事業会計・市立病
院済生館事業会計剰余金の処分および決算認定
について、地方公営企業法の規定により、それ
ぞれ認定および議決を求めるものです。

可決および
認定

（全会一致）

議第７０号

平成２５年度山形市一般会計補正予算
　保育施設整備事業、市立保育所の運営管理に
要する経費、道路の維持補修に要する経費、住
宅リフォーム総合支援事業、生活困窮者自立促
進支援モデル事業、６次産業化促進支援事業に
要する経費などに係る補正予算の計上です。

可決
（全会一致）

議第７１号
平成２５年度山形市介護保険事業会計補正予算
　診療報酬支払基金に対する前年度の精算に伴
う返還金を計上するものです。

可決
（全会一致）

議第７２号
コミュニティバス西部循環線運行事業用バスの
購入について
　コミュニティバス西部循環線運行事業で使用
するバス２台を購入するものです。

同意
（全会一致）

議第７３号
道路維持作業用路面清掃車（ブラシ式）の購入
について
　道路維持作業用の路面清掃車を購入するもの
です。

同意
（全会一致）

議決議案一覧（９月定例会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第７４号
工事請負契約の締結について（中央公民館ホー
ル照明設備改修工事）
　中央公民館ホール照明設備改修工事について、
工事請負契約を締結するものです。

同意
（全会一致）

議第７５号

和解について
　都市計画道路十日町双葉町線の施工に係る汚
染土壌処理費用の損害賠償請求事件について和
解するため、地方自治法の規定により、議決を
求めるものです。

同意
（全会一致）

議第７６号
　　　※

山形市公契約条例の設定について
　市が発注する工事請負契約などの公契約に係
る作業に従事する者に支払われるべき作業報酬
の下限額を定めることなどにより、労働者等の
適正な水準の賃金等を確保するものです。

継続審議
（一覧表参照）

議第７７号
山形市恩給条例の一部改正について
　通算退職年金の額について、地方公務員等共
済組合法の規定による通算退職年金の額の算定
の例によることとするものです。

可決
（全会一致）

議第７８号 山形市テルサ条例の一部改正について
　山形テルサの管理を指定管理者に行わせるものです。

可決
（全会一致）

議第７９号
山形市営住宅条例の一部改正について
　南山形住宅建替事業の実施に伴い、新たな住
戸の設置および既存住戸の一部廃止について規
程するものです。

可決
（全会一致）

議会案番号 件　　　　名 議決結果
議会案
第１０号

地方税財源の充実確保に関する意見書の提出について
　内容は１５ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）

議会案
第１１号

新聞への消費税軽減税率適用に関する意見書の
提出について
　内容は１５ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（一覧表参照）

議決議案一覧（７月臨時会）
議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６０号
工事請負契約の締結について（飯塚コミュニティ
センター改築工事）
　飯塚コミュニティセンター改築建築工事につ
いて、工事請負契約を締結するものです。

同意
（全会一致）

議第６１号

〜

議第６３号

工事請負契約の締結について（市立第五中学校
校舎改築建築・電気設備・機械設備工事）
　市立第五中学校校舎改築建築・電気設備・機械設
備工事について、工事請負契約を締結するものです。

同意
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６４号
工事請負契約の締結について（仮称山形市球技
場人工芝化等改修工事）
　仮称山形市球技場人工芝化等改修工事につい
て、工事請負契約を締結するものです。

同意
（全会一致）

議第６５号
「工事請負契約の締結について」の一部変更に
ついて（蔵王ジャンプ台改修工事）
　蔵王ジャンプ台改修工事の請負金額を変更す
るものです。

同意
（全会一致）

◆ ○＝賛成　×＝反対　△＝継続審査に賛成　▲＝継続審査に反対　　◆ 加藤賢一議長は採決に加わらない

議案の賛否一覧表 ◆ 議案について、賛成、反対の双方があった場合のみ、表示しています。

� 会派
� 議員名

議案
議会案番号

議決
結果

自由民主党新翔会・改革会議 緑政会 市民連合山形市議団 共産党 無会派 石
沢
秀
夫
副
議
長

加
藤
賢
一
議
長

浅
野
弥
史

田
中
英
子

伊
藤
香
織

中
野
信
吾

菊
地
健
太
郎

遠
藤
和
典

丸
子
善
弘

長
谷
川
幸
司

後
藤
誠
一

須
貝
太
郎

斎
藤
武
弘

鈴
木
善
太
郎

尾
形
源
二

渋
江
朋
博

武
田
　
聡

渡
辺
　
元

小
野
　
仁

鑓
水
一
美

斎
藤
淳
一

阿
部
喜
之
助

高
橋
公
夫

佐
藤
秀
明

伊
藤
美
代
子

川
口
充
律

斉
藤
栄
治

遠
藤
吉
久

加
藤
　
孝

阿
曽
　
隆

佐
藤
亜
希
子

今
野
誠
一

武
田
新
世

諏
訪
洋
子

折
原
政
信

議 第  ６６ 号 可決 × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ −
議 第  ７６ 号 継続審議 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ △ △ △ △ △ △ ▲ −
議会案第１１号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ −
請願第６号 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ −

※議第７６号については、１２月定例会で再度審査する予定です。
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